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平
成
26年

4月
1日

編集
室から

　
清
水
ケ
丘
中
学
校
で
2
つ
の
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
体
育
館
で
生
徒
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た

後
、
教
室
で
行
わ
れ
た
先
生
の
卒
業
式
。

　
学
校
生
活
の
思
い
出
を
編
集
し
た
ビ
デ
オ
を
先

生
に
見
て
も
ら
い
、
と
も
に
過
ご
し
た
何
物
に
も
代
え
が

た
い
時
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
あ
な
た
は
私

た
ち
を
無
事
に
卒
業
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
、
生
徒
た

ち
か
ら
先
生
へ
感
謝
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
年
間
と
い
う
長
い
時
間
を
共
有
し
、
見
守
り
、
思
い

や
り
、
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
恩
師
へ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
。
そ

の
行
動
の
も
と
に
あ
る
感
情
こ
そ
、
生
き
て
い
く
上
で
大

切
な
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
徳
）

【園児が華やかに
ひなまつり】

　3月3日の桃の節句に
合わせて、市内の保育所
や保育園で、にぎやかに
「ひなまつり」のイベン
トが行われました。
　井ノ口保育所では、1
歳から5歳児45人が、手
作りのひな人形が飾られ
たホールで、安芸市出身
の弘田龍太郎が作曲した
童謡「春よ来い」の音楽
に合わせて踊りを披露す
るなど、楽しいひととき
を過ごしました。

【園児が華やかに
ひなまつり】

　3月3日の桃の節句に
合わせて、市内の保育所
や保育園で、にぎやかに
「ひなまつり」のイベン
トが行われました。
　井ノ口保育所では、1
歳から5歳児45人が、手
作りのひな人形が飾られ
たホールで、安芸市出身
の弘田龍太郎が作曲した
童謡「春よ来い」の音楽
に合わせて踊りを披露す
るなど、楽しいひととき
を過ごしました。

02　平成26年度当初予算
04　平成26年度施政方針
06　防災行政無線の放送開始
10　犬の登録と狂犬病注射
16　市役所の組織が一部変わります
27　安芸市児童生徒表彰

02　平成26年度当初予算
04　平成26年度施政方針
06　防災行政無線の放送開始
10　犬の登録と狂犬病注射
16　市役所の組織が一部変わります
27　安芸市児童生徒表彰

内容 MA I N  CON T EN T S内容 MA I N  CON T EN T S

日 曜 4月の主な行事 時　間 場　　所

日

土

日

日

土

日

火

6

12

13

20

26

27

29

特別展「安芸のおひなさま」（～4／13）

春の交通安全運動（～15日）

内原野つつじ祭り　ちびっこ宝探し

つつじ祭り　抹茶接待（12・19・20・26・27日）

内原野つつじ祭り　BOZU Cafe in 延寿亭

安芸市民歌・踊りチャリティ交流会

内原野つつじ祭り　カラオケ・ライブコンサート

安芸市春季サッカー大会（小学生）（～27日）

第22回手づくり登り窯フェスタ 前夜祭

第22回手づくり登り窯フェスタ 本祭

内原野つつじ祭り　そうめん流し

内原野つつじ祭り　はし拳大会内原野場所

  9：00～17：00

11：00～

11：00～

12：00～15：00

10：00～

10：00～

  9：00～

16：00～20：00

10：00～15：00

11：30～

13：00～

歴史民俗資料館

内原野公園

内原野公園延寿亭

内原野公園延寿亭

市民会館

内原野公園

NKKグラウンド

内原野陶芸館

内原野陶芸館

内原野公園

内原野公園
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地方交付税
（39.8%）

45億7,700万円

地方譲与税ほか
（2.7%）

3億1,910万円

国庫支出金
（12.9%）

14億8,292万円

県支出金
（8.9%）

10億2,337万円　

市債
（14.3%）

16億4,610万円

地方交付税
（39.8%）

45億7,700万円

県支出金
（8.9%）

10億2,337万円　

市債
（14.3%）

16億4,610万円

市税
（15.1%）

17億4,000万円

依

自

78.6%

21.4%

歳入 存

財

源

主
財

源

人件費
（16.6%）

19億1,320万円

公債費
（16.5%）

18億9,978万円

使用料ほか
諸収入
（4.6%）

5億2,050万円

分担金及び負担金
（1.7%）
2億50万円

災害復旧費
（1.2%）

1億3,524万円

扶助費
（16.2%）

18億5,791万円

物件費
（9.4%）

10億8,220万円　

補助費など
（9.2%）

10億5,697万円　

繰出金ほか
（11.3%）
13億312万円

普通建設事業費
（19.6%）

22億6,107万円

公債費
（16.5%）

18億9,978万円

扶助費
（16.2%）

18億5,791万円

物件費
（9.4%）

10億8,220万円　

補助費など
（9.2%）

10億5,697万円　

繰出金ほか
（11.3%）
13億312万円

普通建設事業費
（19.6%）

22億6,107万円

義

49.3%
29.9%

20.8%

その他

歳出
（性質別）

投資的経費
務

的

経

費

自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
し
あ
わ
せ
が
実
感
で
き
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

自
ら
を
守
り
、
地
域
で
助
け
合
え
る
ま
ち
づ
く
り

個
性
を
生
か
し
た
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
・
地
域
と
と
も
に

創
る
自
治
体
経
営

地球温暖化防止対策推進事業
太陽光発電システム設置補助
（30,000円/kw 上限120,000円）
地籍調査事業
本町5丁目・千歳町・染井町、畑山地区
浄化槽設置事業
合併浄化槽設置補助53基
市道整備事業

県道整備事業（県工事負担金）
中央インター線、大久保伊尾木線　ほか

　 地域おこし協力隊推進事業
　 移住促進事業
移住相談支援員を配置　専門窓口の
設置と情報発信
　 市制60周年記念事業
地方債繰上償還

生
涯
を
通
じ
て
心
豊
か
に

安
心
し
て
学
べ
る
ま
ち
づ
く
り

■平成26年度一般会計
　当初予算　主要事業

新

新

新

拡

○南海地震・津波への対応強化（6億94百万円）
　津波避難タワー建設や避難路などの整備、公共施設
の耐震化や避難所の機能強化など市民の命を守るた
めの対策を一層強化しスピード感をもって対応。
○基幹産業の振興と雇用の創出（4億72百万円）
　一次産業の基盤強化と後継者対策の継続支援、商
工振興の拡充により市民生活の向上と経済の活性
化に向け積極投資。

○次代を担う子どもの育成（7億46百万円）
　給食センター整備や放課後児童対策拡充により、夢
や志をもってみんなが学べる教育環境づくりを推進。

○スポーツキャンプと観光振興（52百万円）
　スポーツ合宿、観光振興による交流人口の拡大を
加速化。

○保健・医療・福祉の充実（24億73百万円）
　誰もが健やかで心豊かに暮らすために子育て、健
康づくり対策を推進。

○社会資本整備の促進（6億82百万円）
　道路交通網ビジョンに沿った市道整備を実施。

■予算編成の重点ポイント■

用語説明

360万円

9,333万円

1,999万円

2億1,135万円
6,293万円
総事業費 
8億1,720万円 

846万円

244万円

158万円
1億9,576万円

2,590万円

150万円

1,159万円
総事業費 
2,025万円 
4,084万円

6,078万円
総事業費 
9,420万円 

1,176万円
総事業費 
3,491万円 

615万円

8,547万円

1,184万円

1,015万円

450万円
総事業費 
9,000万円 
684万円

631万円

1億8,645万円
3,756万円
総事業費 
3億5,881万円 

120万円

400万円

170万円

1,586万円

997万円

500万円

2,580円 

4億2,874万円

3,755万円

2,393万円
1,846万円

1,216万円

　
79万円

6,610万円

1億5,283万円

2,882万円

2,247万円

567万円

1,575万円

1億1,580万円

9,700万円
総事業費 
9億7,000万円 

1,006万円

744万円

1億3,674万円

2,997万円
406万円

5億9,000万円

1,678万円

1,884万円

433万円
120万円

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

農

　
　業

林

　業

水
産
業

雇
用
・
景
気
対
策

商
工
観
光

平成26年度末市債残高見込み額　133億38百万円

　 老人福祉施設整備事業
グループホーム（9床×2ユニット）整備補助
障害者自立支援給付費
入所施設での介護サービスや訓練など
にかかる経費や補装具の購入を扶助
こども医療費助成事業
中学校卒業までの医療費を助成
第三子以降の保育料無料化
病児･病後児、一時保育事業
　 生活困窮者事業自立支援モデル事業
生活保護に至る前の対策として、生
活困窮者の自立を促すための相談支
援などを実施

　 学校給食施設整備事業
給食未実施の全8校に供給（約900食）　
特別支援教育支援員配置
発達障害などのある児童生徒に対して
支援員を配置し学習活動などをサポート
　 放課後児童対策事業
新たに土居地区学童保育所を開設
放課後子ども教室推進事業
重要伝統的建造物群保存地区保存事業

　 農業基盤整備促進事業
用排水施設、農作業道等の整備　10カ所
　 農業用燃料タンク対策事業
流出防止タンク設置補助　2基
園芸用ハウス活用促進事業
規模拡大2戸30a 新規就農1戸15a 
流出防止装置付タンク3基 防油提3基
新規就農支援事業
レンタルハウス整備事業
新規1戸20a 規模拡大2戸28a 高度化
2戸30a 流出防止装置付タンク5基 
防油提5基
環境保全型農業推進事業
天敵･微生物･防虫ネットなどの資材
導入を助成
　 森林整備地域活動支援交付金事業
森林経営計画の作成と作業路網の改
良を助成
木質資源利用促進事業
木質ペレットボイラー購入15台　
おが粉ボイラー設置2台補助　
鳥獣被害緊急対策事業
シカ･サル･イノシシの捕獲・駆除に
対する報奨金・補助
緊急間伐総合支援事業
搬出間伐20ha　保育間伐65.4ha

広域基幹林道開設（県工事負担金）
畑山仲木屋線開設

新規漁業就業者支援事業
漁業生産基盤維持向上事業
安芸漁業共同荷捌所舗装改修 
ドック船体固定装置改修
穴内漁港海岸保全施設整備事業

安芸漁港修築事業（県工事負担金）
沖防波堤、耐震岸壁　ほか

　 地場産品魅力発信事業
都市圏域への商圏拡大の取り組みを積極支援
　 観光アドバイザー
アドバイザーを招致し観光資源の
発掘・再構築を図る
　 商店街にぎわいづくり事業
空き店舗への入居者に改修費用と
家賃の一部を助成
　 東部博覧会負担金
　 森の担い手育成事業
林業の新たな担い手を育成し林業
従事者の拡大を図る
住宅リフォーム助成事業
リフォーム費用の20％（上限20万円）を助成

新

新

新

新

新

新

新

新

拡

拡

人
件
費
…
市
長
や
市
職
員
の
給
与
、
議
員
報
酬
な
ど

扶
助
費
…
障
害
者
や
高
齢
者
へ
の
支
援
、
生
活
保
護
費
な
ど

公
債
費
…
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
の
返
済
に
あ
て
る
経
費

物
件
費
…
消
耗
品
、
臨
時
職
員
賃
金
、
業
務
委
託
費
な
ど

補
助
費
…
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど

繰
出
金
…
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
な
ど
の
整
備
や
建
物
の
建
設

市民一人当たりの一般会計予算額
588,811円（人口19,547人） ＊人口は平成22年度国勢調査値

（残高ピーク時（平成14年度）から約103億円減少）

商工費
3,401円

災害復旧費
6,919円

衛生費
40,689円

消防費
18,320円

教育費
59,892円

総務費
80,191円

農林水産費
43,817円

土木費
52,447円

民生費
176,784円

議会費
6,986円
労働費
1,763円
公債費
97,193円
その他
409円

平成26年度当初予算平成26年度当初予算
安心して住めるまちづくりと東部拠点都市づくりへの挑戦

一般会計115億949万円
安心して住めるまちづくりと東部拠点都市づくりへの挑戦

一般会計115億949万円
（対前年度＋6億375万円＋5.5％）

新

　 震災対応力強化育成事業
市内公募中学生を東日本大震災の被災地
へ派遣し地域防災に貢献する人材を育成
　 太陽光蓄電池設置
安芸中学校・安芸第一小学校、伊尾木保育所
に設置済みの太陽光パネルに蓄電池を整備
津波避難タワー整備
市内2カ所（本町5丁目・千歳町地区
にタワー建設、土居地区の用地取得）
防災行政無線整備
文字表示装置付個別受信機整備ほか
公民館耐震補強等整備
穴内公民館耐震工事　下山公民館・
西浜公民館耐震診断
避難路整備事業
　 トンネル老朽化対策事業
トンネル補修詳細設計
橋梁老朽化対策事業
5橋長寿命化改修工事　5橋測量設計
土地改良事業（県工事負担金）
伊尾木地区津波避難タワー3基
川北地区津波避難タワー3基
住宅耐震診断･改修事業
住宅耐震改修6件　ブロック塀など耐震対策10件
津波避難対策推進事業
避難誘導照明灯・津波避難誘導標識整備
宝永町浸水対策（改良住宅管理運営）
豪雨時の浸水対策として調整池を整備
　 消防多機能型運搬車購入
　 消防軽四多目的車購入

新

新

新

新

新

あき平野43号について、印刷不備により読みづらい状態でありましたことをお詫び
いたします。今後このようなことが無いよう十分に点検し対応してまいります。
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平

成

26

年

度

施

政

方

針

　3
月
6
日
に
開
会
さ
れ
た
平
成

26
年
第
1
回
安
芸
市
議
会
定
例
会

で
、
横
山
市
長
は
次
の
よ
う
に
施

政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。（
要
旨
）

　平
成
26
年
度
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

市
勢
浮
揚
の
実
感
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
対
話
に
よ
る
信
頼
関
係
の
構
築
」「
温

か
み
の
あ
る
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
」「
市

民
の
思
い
や
力
を
結
集
」
の
基
本
姿
勢
の
下
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
新
火
葬
場
建
設
や
、
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
、
公
共
施
設
の
高
台
移
転

な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
活
力
の

拡
大
に
向
け
、
次
の
4
つ
の
基
本
政
策
に
沿

っ
た
施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

1
つ
目
は
、「
だ
れ
も
が
住
み
た
い
あ
き
を
め

ざ
し
て
」
で
す
。

　昨
年
末
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地

震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
、
国
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
な
ど
を
定

め
た
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
実
施
を
推
進
す

る
と
し
て
お
り
、
津
波
避
難
対
策
の
更
な
る

加
速
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　3
月
末
に
は
、
国
が
津
波
避
難
対
策
へ
の

財
政
支
援
を
強
め
る
特
別
強
化
地
域
に
本
市

も
指
定
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
補
助
率
の

か
さ
上
げ
の
特
例
措
置
を
受
け
る
た
め
に
必

要
と
な
る
津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　避
難
路
、
避
難
場
所
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

赤
野
避
難
路
の
測
量
設
計
や
本
町
5
丁
目
・

千
歳
町
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
、
土
居
玉

造
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
用
地
取
得
に
取

り
組
み
ま
す
。
県
営
事
業
で
は
、
伊
尾
木
地

区
3
カ
所
、
川
北
地
区
3
カ
所
で
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　公
共
施
設
の
耐
震
化
で
は
、
ご
め
ん
・
な

は
り
線
高
架
橋
の
緊
急
耐
震
対
策
補
助
や
穴

内
公
民
館
の
耐
震
化
工
事
、
下
山
、
西
浜
公

民
館
で
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　住
宅
の
耐
震
化
な
ど
で
は
、
住
宅
耐
震
改

修
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
対
策
へ
の
補
助
、
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
老

朽
化
住
宅
の
倒
壊
か
ら
命
を
守
り
、
避
難
路

を
確
保
す
る
た
め
に
老
朽
化
住
宅
除
却
補
助

制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
聴
力

に
障
害
の
あ
る
人
に
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
か
ら
の
災
害
情
報
や
行
政
情
報
を
迅
速
に

伝
達
す
る
た
め
に
、
文
字
表
示
装
置
付
防
災

行
政
無
線
個
別
受
信
機
の
無
償
貸
与
や
、
福

祉
避
難
所
を
新
た
に
2
カ
所
指
定
し
、
備
蓄

品
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　津
波
浸
水
対
策
と
し
て
、
伊
尾
木
海
岸
の

防
潮
堤
開
口
部
改
良
工
事
が
県
に
よ
り
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　3
月
9
日
、
高
知
東
部
自
動
車
道
の
香
南

の
い
ち
・
香
南
か
が
み
間
2.2
㎞
が
開
通
し
ま

す
。（
現
在
は
開
通
。）す
で
に
供
用
さ
れ
て
い

る
香
南
か
が
み
・
芸
西
西
間
と
併
せ
て
供
用

区
間
が
9.0
㎞
と
な
り
、
国
道
の
渋
滞
解
消
や

防
災
機
能
の
向
上
な
ど
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
は
さ
ら
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　赤
野
・
穴
内
・
津
久
茂
町
で
は
、
現
在
、

国
に
よ
る
用
地
調
査
、
現
地
協
議
や
修
正
設

計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
穴
内

川
か
ら
西
側
の
穴
内
西
地
区
で
は
、
地
権
者

や
対
策
協
議
会
の
要
望
を
踏
ま
え
た
本
線
設

計
や
、
本
線
に
関
連
す
る
周
辺
整
備
の
地
元

調
整
が
整
い
つ
つ
あ
り
、
3
月
末
ま
で
に
、

設
計
協
議
や
周
辺
整
備
の
合
意
内
容
に
つ
い

て
、
確
認
書
や
覚
書
の
調
印
式
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
残
り
の
4
地
区
で
も
、

随
時
、
対
策
協
議
会
と
の
調
整
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

　安
芸
道
路
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
り
現
地

測
量
お
よ
び
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

後
、
設
計
協
議
に
着
手
す
る
予
定
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　県
が
整
備
し
て
い
る
安
芸
中
央
イ
ン
タ
ー

線
や
県
道
大
久
保
伊
尾
木
線
で
は
、
用
地
補

償
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
来
年
度
は

安
芸
中
央
イ
ン
タ
ー
線
の
用
地
補
償
や
工
事

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

山
道
路
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
ト
ン
ネ
ル

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
事
業
化
区
間
の
早
期
完
成
や
、

本
市
以
東
の
未
事
業
化
区
間
の
新
規
着
手
を

強
く
求
め
て
要
望
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
き

ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域
の

道
路
整
備
と
し
て
八
ノ
谷
線
の
1.5
車
線
化
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
老
朽
化
し

た
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
に
向
け
た

設
計
や
補
修
工
事
の
実
施
、
国
道
の
慢
性
的

な
渋
滞
解
消
に
向
け
て
市
道
海
岸
線
の
西
工

区
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　新
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
市
長
就
任

以
来
、
候
補
地
の
絞
り
込
み
を
様
々
な
角
度

か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
伊
尾

木
地
区
の
黒
瀬
谷
周
辺
を
候
補
地
と
す
る
方

向
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
地
域
の
皆
様
に
ご
説
明
し
な
が

ら
、
候
補
地
の
決
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　宝
永
町
の
浸
水
対
策
で
は
、
集
中
豪
雨
時

の
流
入
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
す
る
調
整
池

を
整
備
し
、
浸
水
被
害
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　元
気
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地

域
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
バ
ス
車
両

を
更
新
し
、
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　ま
た
、
消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、
多
機
能

型
の
消
防
本
部
運
搬
車
や
穴
内
分
団
消
防
ポ

ン
プ
車
な
ど
を
新
規
購
入
し
、
消
防
力
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

2
つ
目
に
、
「
あ
き
を
元
気
に
」
で
あ
り
ま

す
。　産

業
振
興
で
は
、
産
業
振
興
推
進
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
各
施
策
の
展
開
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

「
農
業
振
興
」

　新
規
就
農
対
策
と
し
て
、
新

規
2
人
、
継
続
1
人
の
就
農
研
修
生
の
支
援

や
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
賃
借
料
の
補
助
な
ど
、

研
修
か
ら
就
農
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
支
援
し
、

新
規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　園
芸
農
家
の
体
質
強
化
に
向
け
て
は
、
新

規
就
農
や
経
営
規
模
の
拡
大
に
あ
た
り
、
利

用
可
能
な
既
存
ハ
ウ
ス
の
改
良
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。

「
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
」

　伊
尾
木
地
区
他

7
カ
所
で
の
用
排
水
路
改
修
や
土
居
地
区
他

2
カ
所
の
農
道
舗
装
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

県
営
事
業
で
は
、
井
ノ
口
山
田
地
区
ほ
場
や

赤
野
地
区
の
揚
水
施
設
、
穴
内
頭
首
工
な
ど

の
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
鳥
獣
被
害
対
策
」

　防
除
事
業
の
補
助
率
の

嵩
上
げ
や
補
助
要
件
を
見
直
し
て
お
り
、
鳥

獣
被
害
に
強
い
産
地
づ
く
り
に
向
け
、
中
山

間
地
域
の
農
家
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

「
林
業
振
興
」

　豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用
し

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と

農
家
経
営
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
て
、
施
設

園
芸
農
家
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
や
お
が

粉
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
に
取
り
組
み
、
木
質
資

源
の
利
用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　森
林
の
公
益
的
機
能
の
保
全
と
持
続
可
能

な
森
林
経
営
の
確
立
に
向
け
、
森
林
経
営
計

画
の
作
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
林
道
整
備
と
作
業
道
開
設
補
助
を
継
続
し
、

低
コ
ス
ト
林
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「
水
産
振
興
」

　漁
業
の
新
た
な
担
い
手
確
保

と
後
継
者
の
育
成
に
向
け
、
新
規
就
業
者
3

人
の
技
術
研
修
や
生
活
支
援
を
行
い
、
水
産

業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
商
業
振
興
」

　中
心
商
店
街
の
活
性
化
に
向

け
て
、
空
き
店
舗
へ
の
家
賃
補
助
と
店
舗
改

修
補
助
に
加
え
て
、
商
店
街
に
人
を
呼
び
込

み
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

商
店
街
事
業
者
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　地
産
外
商
に
つ
い
て
は
、
地
場
産
品
の
魅

力
を
都
市
圏
域
へ
P
R
し
、
販
売
拡
大
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

「
観
光
振
興
」

　平
成
27
年
度
の
東
部
地
域
博

覧
会
の
開
催
に
向
け
て
、
東
部
地
域
博
覧
会

推
進
協
議
会
で
は
基
本
計
画
を
策
定
し
、
博

覧
会
の
愛
称
を
「
高
知
家
・
ま
る
ご
と
東
部

博
」
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　基
本
計
画
で
は
、
東
部
9
市
町
村
を
3
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
類
し
て
お
り
、
安
芸
・
芸
西
ブ

ロ
ッ
ク
は
「
岩
崎
弥
太
郎
を
は
じ
め
と
し
て

歴
史
や
文
化
が
豊
か
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　本
市
で
は
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
食
を
中
心
に
歴
史
・
文
化

な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
魅
力
あ
る
観
光

商
品
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
雇
用
対
策
」

　市
単
独
の
雇
用
対
策
事
業
で

5
事
業
、
約
3,
4
0
0
万
円
の
予
算
を
計

上
し
、
引
き
続
き
雇
用
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

3
つ
目
に
、「
市
民
を
元
気
に
」
で
あ
り
ま

す
。

　大
学
・
高
校
な
ど
10
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
を
行
っ
て
お
り
、
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー

グ
の
公
式
戦
や
高
校
女
子
硬
式
野
球
大
会
開

催
の
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
年
間
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

の
誘
致
に
向
け
た
P
R
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
「
保
健
・
医
療
分
野
」

　県
立
あ
き
総
合
病
院

が
4
月
1
日
に
全
面
開
院
し
ま
す
。
新
病
院

は
、
県
東
部
地
域
の
医
療
を
支
え
る
中
核
病

院
と
し
て
、
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
の
災
害

医
療
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　市
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
診
療
科
目
の

充
実
や
医
師
数
の
確
保
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
と
と
も
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
施
策

の
連
携
、
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る

た
め
、
国
は
平
成
29
年
度
を
目
途
に
国
保
保

険
者
の
都
道
府
県
化
を
示
し
て
お
り
、
国
保

財
政
の
赤
字
解
消
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　本
市
の
国
保
会
計
の
財
政
状
況
は
、
平
成

15
年
度
以
降
累
積
赤
字
を
抱
え
て
お
り
、
本

年
度
の
決
算
見
込
み
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
利
用
促
進
な
ど
に
努
め
ま
し
た
が
、

医
療
費
の
増
加
や
、
介
護
保
険
な
ど
へ
の
拠

出
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
単
年
度
収
支
で

約
3,
8
0
0
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、

累
積
赤
字
が
増
え
る
見
込
み
で
す
。

　市
民
の
医
療
制
度
と
し
て
重
要
な
国
民
健

康
保
険
制
度
の
維
持
の
た
め
、
国
保
財
政
の

収
支
均
衡
と
累
積
赤
字
の
解
消
を
目
指
し
て
、

今
議
会
に
来
年
度
か
ら
国
保
税
率
を
引
き
上

げ
る
た
め
の
条
例
改
正
議
案
を
提
出
し
ま
し

た
。　今

後
に
お
い
て
も
、
国
保
財
政
安
定
化
の

た
め
、
歳
入
の
確
保
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
、

医
療
費
適
正
化
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
福
祉
の
分
野
」

　子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

地
域
交
流
健
康
増
進
事
業
な
ど
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
生
活
困
窮
者
自

立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
社
会

経
済
環
境
の
変
化
に
伴
う
生
活
困
窮
者
を
支

援
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
高
齢
者
福
祉
」

　超
高
齢
社
会
に
伴
い
、
認

知
症
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
へ
の
対
策

と
し
て
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
整
備
や
認
知
症
の
早
期
発
見
か
ら
早
期
治

療
ま
で
を
包
括
的
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
で
は
、

高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
介
護
の
重
度
化
や
核

家
族
化
に
よ
る
家
族
介
護
力
の
低
下
な
ど
様

々
な
課
題
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
調
査
や
虚
弱

な
高
齢
者
を
発
見
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
本

当
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
事
業
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
障
害
福
祉
」

　障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
に
向
け
、
本

年
度
末
で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
障
害
者
計

画
、
障
害
福
祉
計
画
を
改
定
し
、
各
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
障
害
者
の
自
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
児
童
福
祉
」

　本
年
度
、
子
育
て
支
援
の
充

実
に
向
け
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
と
め
、
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　少
子
化
対
策
で
は
、
保
育
料
第
3
子
無
料

化
と
中
学
3
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護

者
の
子
育
て
や
就
労
を
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

4
つ
目
に
、「
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
み
ら
い

の
た
め
に
」
で
あ
り
ま
す
。

　全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
実
施
な
ど

児
童
生
徒
の
学
力
の
定
着
状
況
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
学
び
の
姿
勢
づ
く
り
に
向
け
て
、

保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
が
連
携
し
て
取
り

組
む
た
め
に
、
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

引
き
続
き
配
置
し
、
学
力
向
上
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　特
別
な
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
の
支
援

体
制
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
配
置
を
拡
充
し
、
教
育
現
場
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　将
来
に
渡
り
主
体
的
に
地
域
防
災
活
動
に

貢
献
で
き
る
人
材
育
成
に
向
け
て
、
本
市
の

中
学
生
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
問

し
、
被
災
者
の
体
験
や
被
災
地
の
復
興
状
況

を
学
び
、
自
助
・
共
助
・
公
助
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。　学

校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
中
の
完
全
給
食
実
施
に
向
け
て
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　放
課
後
児
童
の
健
全
な
育
成
と
保
護
者
が

安
心
し
て
就
労
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
き
た
土
居
地
区
に
お
い
て
、

新
た
に
学
童
保
育
を
土
居
小
学
校
内
に
開
設

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
児
童
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
の
確
保
や
運
営
に
つ
い
て

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　本
市
は
、
8
月
1
日
に
市
制
施
行
60
周
年

を
迎
え
ま
す
。
60
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

市
全
体
で
祝
う
と
と
も
に
、
本
市
発
展
の
た

め
に
こ
れ
ま
で
先
人
が
築
い
て
き
た
業
績
や

歴
史
、
文
化
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
よ
り
、

郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
深
め
る
機
会
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　記
念
事
業
は
、
8
月
6
日
に
記
念
式
典
を

開
催
す
る
他
に
、
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の

企
画
や
松
・
桜
の
記
念
植
樹
、
記
念
カ
レ
ン

ダ
ー
の
作
成
、
N
H
K
に
よ
る
公
開
番
組
や

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
で
の
環
境
学
習
な
ど
、

1
年
間
を
通
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
関
連
施
設
整
備

産
業
振
興
と
雇
用
対
策

南
海
地
震
へ
の
対
応
強
化

学
校
教
育
・
学
校
給
食

生
涯
学
習

市
制
施
行
60
周
年

高
速
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
整
備

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
誘
致

保
健
・
医
療
・
福
祉
施
策
の
推
進

こ
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生
き
抜
く
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

地
震
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
!!

　安
芸
市
で
は
、「
南
海
地
震
へ
の
揺
れ
」

対
策
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
補
助
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
津
波
か
ら
逃
げ
る
た
め

に
も
、
ま
ず
は
揺
れ
か
ら
命
を
守
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

た
め
に
、
ぜ
ひ
次
の
制
度
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
！

　募
集
は
4
月
7
日（
月
）か
ら
順
次
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
す
。
補
助
内
容
や
申
込

書
類
や
申
込
方
法
、
ご
不
明
な
点
は
、
危

機
管
理
課（
☎
37
・
9
1
0
1
）ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

木
造
耐
震
診
断
を

支
援
し
ま
す
！

▽
補
助
内
容

　自
己
負
担
3,
0
0
0
円

で
受
診
で
き
ま
す
。

▽
対
象
住
宅

　昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
2
階
建
て
以
下
の
住
宅

＊
プ
レ
ハ
ブ
、
丸
太
組
工
法
の
住
宅
は
対

象
外（
そ
の
他
条
件
有
）

▽
募
集
戸
数

　36
戸

耐
震
設
計
・
工
事
を

支
援
し
ま
す
！

▽
補
助
内
容

　①
耐
震
改
修
設
計
に
対
し

て
最
高
20
万
円
（
補
助
率
2
/
3
）
の

補
助

　②
耐
震
改
修
工
事
に
対
し
て
最
高
90
万

円
▽
対
象
住
宅

　・
耐
震
診
断
の
結
果
、
評

点
が
1.0
未
満
と
さ
れ
た
住
宅

・
耐
震
工
事
の
場
合
、
平
成
27
年
2
月
20

日（
金
）ま
で
に
工
事
が
完
了
で
き
る
も

の　（そ
の
他
条
件
有
り
）

▽
募
集
戸
数

　15
戸

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
・

改
修
を
支
援
し
ま
す
！

▽
補
助
内
容

　ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改

修
に
対
し
て
最
高
20
万
円
の
補
助

▽
対
象
物
件

　・
避
難
路
沿
い
の
道
路
面

か
ら
高
さ
が
1
m
を
超
え
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
・
平
成
27
年
2
月
20
日（
金
）ま
で
に
工
事

が
完
了
で
き
る
も
の

　（
事
前
に
現
地
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。）

　（そ
の
他
条
件
有
り
）

▽
募
集
戸
数

　20
件

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の

工
事
費
を
補
助
し
ま
す
！

　安
芸
市
で
は
、
市
民
が
住
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
費
用
の

2
割（
限
度
額
20
万
円
）を
補
助
す
る
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
住
宅
の
増
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
補

助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　必
要
書
類
や
申
込
方
法
、
ご
不
明
な
点

は
、
危
機
管
理
課（
☎
37
・
9
1
0
1
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
昨
年
度
、
当
該
補
助
金
を
活
用
さ
れ
た

場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

▽
補
助
内
容

　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な

ど
に
対
し
て
工
事
費
用
の
2
割
を
補
助

（
上
限
20
万
円
）

　（
総
工
事
費
が
30
万
円
以
上
の
工
事
が

対
象
で
す
）

　た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
工
事
な
ど
は
補

助
対
象
外
で
す
。

①
倉
庫
や
車
庫
、
駐
車
場
、
フ
ェ
ン
ス
な

ど
の
住
宅
本
体
以
外
の
工
事

②
冷
暖
房
や
給
湯
機
器
等
の
機
器
の
み
の

購
入
や
修
繕

③
土
地
の
購
入
や
造
成
な
ど

④
公
共
工
事
の
施
工
に
伴
う
補
償
費
の
対

象
と
な
る
工
事

▽
対
象
要
件

・
対
象
者

　次
の
①
、
②
を
共
に
満
た
す

者
①
安
芸
市
に
1
年
以
上
継
続
し
て
住
民
登

録
し
、
現
在
居
住
し
て
い
る
人

②
対
象
住
宅
の
所
有
者
お
よ
び
居
住
者
の

同
一
世
帯
に
属
す
る
全
員
が
、
市
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
対
象
住
宅

　自
己
ま
た
は
親
・
子
が
所

有
し
、
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅

・
施
工
業
者

　安
芸
市
内
に
事
務
所
な
ど

を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
な
ど

・
注
意
事
項

　既
に
開
始
、
終
了
し
て
い

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
補
助
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

・
対
象
と
な
る
工
事
は
、
平
成
27
年
2
月

末
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

・
他
の
補
助
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
▽
募
集
戸
数

　25
件（
予
算
額
5
0
0
万

円
）

▽
募
集
期
間

　4
月
7
日（
月
）か
ら
受
け

付
け
を
開
始
し
、
受
付
予
算
額
に
到
達

し
次
第
、
終
了
す
る
予
定
。

＊
予
算
額
に
達
し
た
日
に
複
数
件
数
の
申

請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
日
に
申
請
の

あ
っ
た
中
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▽
申
込
方
法

　交
付
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
付
し
て
危
機
管
理
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　（
交
付
申
請
書
は
危
機
管
理
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
安
芸
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用

で
き
ま
す
。）

＊
申
込
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

市制60周年表彰の募集
～功労者を推薦してください～

　安芸市は、昭和29年8月1日に8町村が合併して、
県内で4番目の市として発足し、今年で60年を迎
えます。
　市では、市制施行60周年を記念して、これまで
各分野で市勢発展に功績のあった個人・団体など
を選び、8月6日（水）に行う記念式典で表彰します。
▽表彰部門
　地方自治、地域振興、農業、林業、水産業、商
工業、観光、教育、文化・スポーツ、福祉・民生、
交通、消防・防災の12部門
▽対　象
①個人…市内在住者および市出身者
＊ただし、すでに死去または過去に叙位・叙勲を

受けられた人を除く。
②グループ・団体
▽推薦方法
　推薦は、市内の団体および公民館などからの推
薦または一般推薦とします。ただし、一般推薦は
2人以上の推薦者を必要とします。所定の推薦書
により推薦してください。
▽推薦の締切　5月16日（金）必着
▽推薦書提出先
〒784－8501　安芸市矢ノ丸1－4－40　総務課
秘書広報係☎35・1000
＊推薦用紙は総務課のほか、市ホームページにあ
ります。

4
月
1
日
か
ら

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　も
し
も
の
と
き
、
届
け
！
命
を
守
る
声

■
問

　危
機
管
理
課
☎
37
・
9
1
0
1

　市
内
各
所
に
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー（
58

カ
所
）
と
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
（
19
カ

所
）の
整
備
が
完
了
し
、
4
月
1
日
か

ら
緊
急
地
震
速
報
や
津
波
警
報
な
ど
の

災
害
情
報
、
市
民
生
活
に
関
わ
る
情
報

の
放
送
が
始
ま
り
ま
す
。

＊
消
防
団
招
集
サ
イ
レ
ン
も
防
災
行
政

無
線
か
ら
放
送
し
ま
す
。

　
　防
災
行
政

　
　無
線
っ
て
何
？

　災
害
や
防
災
・
行
政
の
情
報
な

ど
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

た
め
の
屋
外
放
送
設
備
の
こ
と
で
す
。

無
線
装
置
を
使
っ
て
市
内
各
所
に
設
置

さ
れ
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
た
り
、
情
報
を
言
葉
で
放

送
し
ま
す
。

　放
送
は
無
線
を
使
用
す
る
の
で
、
災

害
で
回
線
が
寸
断
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
防
災
行
政
無
線
は
予
備
電
源

を
装
備
し
て
い
る
の
で
停
電
時
に
も
作

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　ど
ん
な
こ
と
を

　
　放
送
す
る
の
？

　次
の
よ
う
な
内
容
を
放
送
し
ま

す
。

●
災
害
防
災
情
報

　気
象
警
報
や
地
震
な
ど
の
気
象
情
報
、

災
害
時
の
道
路
や
断
水
な
ど
の
被
災
状

況
、
復
旧
情
報
、
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
な
ど
の
情
報

●
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
ジ
ェ
イ

ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
の
速
報

　地
震
や
津
波
に
関
す
る
情
報
、
他
国

か
ら
の
武
力
攻
撃
な
ど
の
有
事
情
報

●
市
民
生
活
に
係
る
重
要
な
情
報

　火
災
サ
イ
レ
ン
や
火
災
情
報
、
断
水

な
ど
の
生
活
重
要
情
報

●
行
政
情
報

　通
常
時
は
、
献
血
や
検
診
な
ど
の
市

か
ら
お
知
ら
せ
す
る
行
政
情
報
な
ど

●
地
域
情
報

　地
域
活
動
の
連
絡
な
ど
地
域
振
興
に

関
す
る
情
報

●
時
刻
放
送
（
定
時
放
送
）

　ス
ピ
ー
カ
ー
が
正
常
に
作
動
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
試
験
放
送

の
チ
ャ
イ
ム
な
ど

　
　放
送
を
聞
き
逃
し
た
ら

　
　ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　放
送
を
聞
き
逃
し
た
と
き
は
、

☎
35
・
1
1
0
1
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。
放
送
し
た
内
容
を
確
認
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
確
認
で
き
ま
す
。

A Q1

A Q2Q3A



広報あき 平成26年4月→ 安芸市ホームページhttp://www.city.aki.kochi.jp/広報あき 平成26年4月 「広報あき」はホームページでカラーでご覧いただけます → 89

ま ち の の話 題

博覧会の実施にあたっては行政、企業、各種団
体、そして住民の皆さんのご協力を得ながら
取り組んでいくことが必要です。ぜひ、皆さん
もスタッフの一員として参加してください。



広報あき 平成26年4月→ お子さんかお孫さんを紹介してみませんか？広報あき 平成26年4月 「赤ちゃん集まれ！」のコーナーでは、写真を募集中 → 1011

24・25年度と
続けて
受診した人
無料

健康テレホンサービス

4月の週間予定表
088・832・5266

月

火

水

木

金

土日

歯科治療の詰め物や被せ物の寿命について
乳幼児期の生活リズムと健康
脂肪肝
尿失禁の治療
下肢静脈瘤
めまいと脳の病気‐善玉めまいと悪玉めまい

 全体目標
自分でできることは自分で行い、生きがいを持って自分
らしく生活する
　「健康であり続けたい」という思いは市民共通の願いであり、
市民の自発的な行動はもとより、それを支援するための環境整備
を行い、病気や事故を予防する健康づくりを進めることが重要で
す。しかし、いつ起こるか分からない病気や事故により、誰もが
健康を損なう恐れがあります。また、年を重ねるにつれて起こっ
てくる身体的機能の低下は、目の見え難さや身体の動きの悪さな
ど、生活面にさまざまな障害となって現れてきます。
　生まれながらの障害や発達障害、青年期に発症する精神疾患に
よる精神障害、労働中の事故、脳卒中や腎不全、がん切除による
後遺症、転倒による骨折や加齢による視力、知覚、関節可動域の
低下などにより、活動が制限されたり参加が制約されたりします。
　リハビリテーションとは、いろいろな障害を持った人々に対し、
その障害を可能な限り回復治癒させ、残された能力を最大限に高
め、身体的・精神的・社会的にできる限り自立した生活（活動制
限や参加制約を最小に）が送れるように活動することです。リハ
ビリテーションを推進するためには当事者による努力はもとより、
周囲の理解と行動が必要です。
　また、生涯のすべての段階において市民一人ひとりが生きがい
を持って暮らせることが重要です。

 1 閉じこもらない
①外出する
②声をかけ合う、誘い合う
③地域の行事や活動に参加する

 2 必要時に各種制度や
　 サービスを上手に使う
①一人で悩まず関係機関に相談する

 3 お互いに理解し支え合う
①障害とリハビリテーションについて正
しく理解する

②自助、共助活動に積極的に参加する

ひとが元気　まちが元気　健康一番・安芸
安芸市第2期健康増進計画

○わたしたちができること
　（自分や家族で取り組むこと）

（9）リハビリテーション 行動目標
（全体目標に向けての取り組み）

　誰もが孤立せず、誰もが互いに理解し
合い、支え合う関係づくりと各種制度や
サービスの充分な活用が大切になります。

提供：高知保険医協会

4月の休日在宅当番医

6日

13日

20日

27日

29日

宇都宮内科

森澤病院

芸西病院

EASTマリンクリニック

安芸クリニック

☎32･0500

☎34･1155

☎33･3833

☎34･0003

☎35･3575

診療時間：9時～ 17時
県立あき総合病院（☎34・3111）は救急に対応

時　間場　所月　日

第1回
4月17日（木）
（西内先生）

  9:15～  9:50
10:15～10:45
11:10～11:30
13:20～13:35
13:55～14:25
14:45～15:25

赤野公民館
穴内公民館
黒鳥公民館
市民館別館（旧厚生会館）
安芸市体育館 
健康ふれあいセンター

時　間場　所月　日

第2回
4月25日（金）
（葛岡先生）

  9:15～  9:40
10:05～10:30
10:45～11:30
13:20～13:35
13:50～14:30
14:45～15:15

旧JA下山支所
伊尾木公民館
川北公民館
内原野公園下駐車場
土居公民館
井ノ口公民館

＊道路状況により、予定時間が多少変更になる場合がありますのでご了承ください。
＊第3回、第4回は5月号広報、第5回は9月号広報でお知らせします。

　平成26年度、犬の登録と狂犬病の集合予防注射を
下表の日程で行います。
　生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により、生涯
一度の登録と毎年の予防注射が義務付けられていま
す。飼い主は忘れずに受けてください。
▽料金　登録手数料3,000円
　　　　注射料3,100円（新規登録犬は合計6,100円）
　　　　＊つり銭の要らないようにお願いします。
▽犬の鑑札と狂犬病予防注射済票は、必ず犬の首輪
に付けてください。

▽飼い犬が死亡したときや犬の所在地が変わったと
き、飼い主の住所が変わったときなどは、その都
度、必ず健康ふれあいセンター「元気館」（☎32・
0300）へ届け出をしてください。

▽犬の登録は元気館および、市内動物病院で随時行
っています。狂犬病予防注射については、動物病
院で個別にも行っています。（その際の料金は異
なる場合があるので、各病院にお問い合わせくだ
さい。）

犬の登録と狂犬病集合予防注射

その他
受付時間 ところと　き項　　目

無医地区診療

健康相談

14:10～15:00
14:10～15:00
10:00～12:00

13:30～15:00

13:30～15:00

畑山公民館
東川公民館
市民館別館

健康ふれあい
センター「元気館」

4月15日（火）
4月22日（火）
4月  8日（火）

4月  4日（金）

4月18日（金）

回収日時ところ 説明（容器渡し）日時項　目

つくし会（生活習
慣病予防サークル）

運動教室
参加費：100円
持ち物：室内用の
シューズ・タオル

5月29日（木）
  8:30集合
5月29日（木）
10:30集合
5月29日（木）
  9:30集合

5月  8日（木）
  8:40～  9:10
5月  8日（木）
14:00～14:30
5月14日（水）
  8:30～  9:30

東川公民館

奈比賀公民館

畑山温泉憩いの家

受付時間と　き項　目ところ ところ
各種検診

  8:40～  9:10
10:40～11:40
14:00～14:30

  9:00～11:00
13:30～15:00

  8:30～  9:30

  8:30～  9:00

5月  8日（木）

5月  9日（金）

5月14日（水）

健康ふれあい
センター
「元気館」

※予約制です。事前に「元気館」までお申し込みください。

40歳の人
無料

受けよう！がん検診・特定健診
25年度に
受診した人
半額

19歳～39歳
（国保）
1300円

66歳～74歳
（国保）
600円

あなたと、
家族のために
ぜひ受けましょう

41歳～65歳
（国保）
1000円

大腸がん検診
500円

子宮がん検診
600円

前立腺がん検診
600円 乳がん検診

1000円

胸部検診
（肺がん検診）
無料

生活習慣病を
みつけるための
健診
　 無料

肝炎ウイルス検診
700円

胃がん検診
900円

＊対象年齢など詳しい内容は安芸市健康
カレンダーでご確認ください。
■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　　　☎32・0300

特定健診

胸部検診
特定健診など
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検査
胸部検診
特定健診など
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検査
胸部検診
特定健診など
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検査
胃がん検診
＊申込締切：
　5月9日（金）

大井公民館
東川公民館
奈比賀公民館

栃ノ木公民館

畑山温泉
憩いの家

　最
近
、
道
路
や
公
園
、
海
岸
な
ど

で
犬
の
フ
ン
な
ど
排
泄
物
の
放
置
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　散
歩
中
の
ペ
ッ
ト
の
排
泄
物
の
後

始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
ご

家
庭
に
持
ち
帰
っ

て
処
理
を
し
ま
し

ょ
う
。
ポ
リ
袋
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
な
ど
、
後
片

付
け
の
道
具
も
一

緒
に
持
っ
て
出
か

け
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
は
大
丈
夫
で
す
か
？

大腸がん検診



広報あき 平成26年4月→ ▽とき 毎月第2・4金曜日10～15時 ▽ところ 安芸市社会福祉センター広報あき 平成26年4月 DV相談窓口を開設しています。■問 福祉事務所☎35・2203　→ 1213

子育てinformation ○乳幼児健診
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

○子育て広場
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

3～4カ月児健診
▽と き
▽ところ
▽対象者

4月15日（火）15時～
健康ふれあいセンター「元気館」
平成25年12月生まれ
（個別通知します）

9～10カ月児健診
▽と き
▽ところ
▽対象者

4月22日（火）14時～
健康ふれあいセンター「元気館」
平成25年6月生まれ
（個別通知します）

1歳6カ月児健診
▽と き
▽ところ

▽対象者

4月15日（火）13時～
健康ふれあいセンター
「元気館」
平成24年7月生まれ
（個別通知します）

3歳児健診
▽と き
▽ところ

▽対象者

4月22日（火）13時～
健康ふれあいセンター
「元気館」
平成22年12月生まれ
（個別通知します）

すくすく広場、歯ッピー・キッズランド
（計測・栄養相談・歯科相談・交流）

▽と き

▽ところ
▽対象者

▽持ち物

あきっ子広場
（ボランティアと一緒に遊ぼう！託児もあります）
▽と き

▽ところ
▽対象者
▽持ち物

4月25日（金）10時～12時
時間内ならいつでもどうぞ！
健康ふれあいセンター「元気館」
乳幼児とその保護者
お子さんを預けられる人は、バスタオ
ル・おむつ・お茶やさ湯など必要なもの
＊お子さんの安全のため、保険料100
円をいただいて
います。ご了承く
ださい。

4月23日（水）10時30分～12時
時間内ならいつでもどうぞ！
健康ふれあいセンター「元気館」
乳幼児とその保護者、
妊婦
母子健康手帳、バスタ
オル、おむつ

体験入園
▽と き

▽ところ
▽持ち物

お子さんと一緒に、お気軽に
遊びに来てください。

26年度の0歳児の離乳食の月は、
6月・9月・12月です。
味付けや量などでお悩みの人は、
ぜひご利用ください。

4月15日（火）、22日（火）、24日（木）
9時～12時
安芸保育所
着替え、水筒、
タオル、帽子など

○地域子育て支援センター
■問・申込　地域子育て支援センター
　　　　　　（安芸保育所内）☎35・2377

《給食試食会》安芸保育所

なかよし広場
『絵本の読み聞かせ・おもちゃを作ろう』

園庭開放
▽と き 月曜日～金曜日　9時～ 16時
安芸保育所の園庭を開放しています。
子ども同士、保護者同士のふれあい
の場としてご利用ください。

電話相談・面接相談
▽と き 月曜日～金曜日　9時～ 16時
育児の悩みなどお気軽にご相談ください。
＊面接相談の際は事前にご連絡ください。

▽と き
▽申　込
▽定　員
▽食　費

5月20日（火）
5月15日（木）締切
10組
300円 ▽と き　4月17日（木）10時～12時

▽ところ　健康ふれあいセンター
　　　　　「元気館」
▽持ち物　着替え、水筒、タオルなど

■問　市民課市民係☎35・1001

安芸市は第3子以降の保育料無料化や、中学卒業までの子どもの医療費を助成するなど
子育て支援に取り組んでいます。詳しくは、福祉事務所こども係☎35・1009

【安　芸】

森澤　康一・理恵　　　女　 佑香　   2月26日 

【土　居】

大坪　崇・めぐみ　　　女　 詩織　   2月23日

籠尾　寿仁・静香　　　男　 景心　   2月26日

ゆう か 

 し おり

えいしん

保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日

【赤　野】

岡﨑　誠也・由佳　　　女　 穂乃花   2月18日

小松　秀樹・円郁　　　女　 真子　   2月22日

【川　北】

中平　修一・美和　　　男　 駿祐　   2月  1日

　　ほ　の　か

ま　こ

しゅんすけ

保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日

安芸保育所では
一時保育をしています

　家庭で子育てをしていて、急用や急病、介護な
どで保育に困ったことはありませんか？一時保育
は、家庭で子育てしている保護者の皆さんを応援
する制度です。お気軽にご利用ください。
▽と こ ろ　安芸保育所
▽対象児童　安芸市在住で満1歳～就学前までの児童
▽利用要件　保護者が仕事、職業訓練、就学、傷

病、災害、事故、出産、介護、冠
婚葬祭、育児疲れの解消（リフレッ
シュ）などの場合

▽実施日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　8時30分～16時30分
＊午前・午後で半日保育もできます
＊利用日数は1カ月14日以内です
▽利 用 料　1日　2,000円　　半日　1,000円
▽申込方法
初めて利用する人は、安芸保育所で児童と一緒に
担当者と面接を行い、登録してください。
＊平成26年度は　4月2日（水）から実施します。
　（4月2日・3日は、お弁当持参）

■問　安芸保育所☎35・2377

児童手当の手続きをお忘れなく！！

▽出生・転入などにより安芸市へ申請する人
　児童手当は、原則、申請した月の翌月からの支
給となります。
　出生日や転入した日（異動日）が月末に近い場合、
申請日が翌月になっても、異動日の翌日から15
日以内であれば、申請月分から支給します。申請
が遅れると、原則、遅れた月分の手当を受けられ
なくなりますのでご注意ください。

▽申請に必要なもの
○印鑑（みとめでも可）
○受給者本人の健康保険被保険者証（児童の保険
証ではありません）

○通帳など口座のわかるもの（請求者名義のもの
に限る）

＊転出したとき、受給者が公務員になったとき、
受給者が公務員ではなくなったときも手続きが必
要です。
　詳しくは、福祉事務所こども係までお問い合わ
せください。

■問　福祉事務所こども係☎35・1009

2



広報あき 平成26年4月→ ご自由にご覧ください。■問　女性の家☎34・3514広報あき 平成26年4月 女性の家では、ハローワークからの求人情報を備えています。 → 1415

保
険
証
の
お
知
ら
せ

■
問

　市
民
課
国
保
年
金
係
☎
35
・
1
0
0
2

〜
国
保
の
皆
さ
ん
へ
〜

新
し
い
保
険
証
は

届
き
ま
し
た
か
？

　

一
般
国
保
は
紫
色
・

退
職
者
国
保
は
緑
色

　3
月
末
に
保
険
証
を
郵
送
し
ま

し
た
が
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

か
？
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か

ご
確
認
の
う
え
、
4
月
1
日
か
ら

は
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　期
限
切
れ
の
保
険
証
は
ご
自
宅

で
破
棄
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

4
月
に
な
っ
て
も
新
し
い
保
険
証

が
届
か
な
い
場
合
は
、
市
民
課
国

保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〜
70
歳
か
ら
74
歳
の

　国
保
の
皆
さ
ん
へ
〜

4
月
か
ら
は
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
（
ピ
ン
ク
）

を
お
使
い
く
だ
さ
い

　高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担
割

合
の
欄
に
、「
2
割
」（
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
は
1
割
）
と
記
載
さ

れ
た
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

人
に
、「
2
割
（
特
例
措
置
に
よ
り

1
割
）」と
表
示
し
た
高
齢
受
給
者

証
を
3
月
末
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

　4
月
1
日
以
降
に
医
療
機
関
を

受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
受
給
者

証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（
保
険
証
と
は
別
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。）

＊
3
割
負
担
の
人
、
障
害
認
定
な

ど
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
の
人
は
除
き
ま
す
。

〜
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

現
在
の
保
険
証
は

7
月
31
日
ま
で
有
効
で
す

　現
在
、
お
手
元
に
あ
る
保
険
証

（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
水
色
））
の
有
効
期
限
は
、
平
成

26
年
7
月
31
日
で
す
。
引
き
続
き
、

医
療
を
受
け
る
と
き
は
、
現
在
の

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
8
月
か
ら

使
用
で
き
る
保
険
証
は
7
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
は
一
部
負
担
金
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

■
問

　市
民
課
国
保
年
金
係
☎
35
・
1
0
0
2

　
　
　（所
得
の
申
告
に
つ
い
て
）税
務
課
市
民
税
係
☎
35
・
1
0
0
5

　災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由
に

よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、
資
産
な

ど
の
活
用
を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
時
的
に
生
活
が
苦
し
く
な
り
、
医
療

費
の
支
払
い
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯
は
、

申
請
に
よ
り
、
病
院
の
窓
口
で
の
自
己

負
担
額
を
減
免
ま
た
は
徴
収
猶
予
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　申
請
に
つ
い
て
は
市
民
課
国
保
年
金

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

○
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、

障
害
者
と
な
り
、
ま
た
は
資
産
に
重

大
な
損
害
を
受
け
た
世
帯

○
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
な
ど
に
よ

る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
、
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由
に
よ
り
収
入

が
著
し
く
減
少
し
た
世
帯

○
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業

な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し

た
世
帯

▼
減
免
な
ど
の
種
類

○
免
除

　医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
減
額

　窓
口
支
払
い
額
の
2
〜
8
割

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
徴
収
猶
予

　医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
額
を
、
6
カ
月
以
内
に
市
に
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
先
に
市

が
医
療
機
関
に
一
部
負
担
金
を
支
払

い
ま
す
。）

▼
減
免
な
ど
の
基
準

○
免
除
・
減
額

⑴
入
院
療
養
を
受
け
る
被
保
険
者
の
属

す
る
世
帯
の
者

⑵
世
帯
主
お
よ
び
当
該
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
の
実
収
入
月
額
が
生
活
保

護
法
に
よ
る
保
護
基
準
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
預
貯
金
が
生
活
保
護
基
準
額

の
3
カ
月
以
下
で
あ
る
世
帯
の
者

＊
震
災
、
風
水
害
な
ど
に
よ
る
損
害
を

受
け
た
と
き
は
除
く
。

○
徴
収
猶
予

　減
免
対
象
の
世
帯
主
で
、

一
部
負
担
金
猶
予
期
間
中
に
確
実
に

納
付
で
き
る
と
き
。

▼
減
免
な
ど
の
期
間

○
免
除
、
減
額

　1
年
に
つ
き
3
カ
月

以
内

○
徴
収
猶
予

　1
年
に
つ
き
3
カ
月
以

内
の
期
間
の
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
、

6
カ
月
以
内
の
期
間
に
市
に
支
払
う
。

▼
所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　所
得
の
申
告
が
な
い
と
、
国
保
税
の

軽
減
や
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
19

歳
以
上
の
国
保
加
入
者
は
全
員
所
得
の

申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
期
限
は
4
月

15
日
（
火
）
で
す
の
で
、
申
告
が
お
済

み
に
な
っ
て
い
な
い
人
は
、
速
や
か
に

税
務
課
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
申
告
に
必
要
な
も
の
や
詳
細
に
つ
い

て
は
税
務
課
市
民
税
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▲高齢受給者証（ピンク）

紫色

緑色

　こ
の
制
度
は
、
所
得
が
な
い
学
生
が
将

来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を

防
止
す
る
た
め
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▽
対
象
者
と
所
得
の
目
安

・
学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
修
業

年
限
が
1
年
以
上
の
課
程
に
在
学
し
て

い
る
人
。

・
本
人
の
前
年
所
得
（
1
月
〜
3
月
ま
で

に
申
請
さ
れ
る
場
合
は
前
々
年
所
得
）

が
、
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
額
以
下

の
人
。

　1
1
8
万
円
＋
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×

38
万
円

▽
承
認
期
間

　4
月
（
ま
た
は
20
歳
誕
生
月
）
か
ら
翌

年
3
月
ま
で

▽
申
請

　毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

＊
学
生
納
付
特
例
を
承
認
さ
れ
た
人
で
、

翌
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
人
に
は
、

3
月
下
旬
に
年
金
事
務
所
か
ら
ハ
ガ
キ
の

申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
添
付
書
類
は
不
要
で
す
。

＊
学
校
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
あ
ら
た
め

て
市
民
課
国
保
年
金
係
で
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　①
年
金
手
帳

　②
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書

　③
認
印

＊
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
学
生
に
な
ら
れ

た
人
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
雇
用
保
険
受
給

者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

の
写
し
が
必
要
で
す
。

＊
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
代
理

人
の
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
物

が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
な
ど
で
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、

保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　4
月
か
ら
は
、
過
去
2
年
1
カ
月

分
の
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

＊
こ
れ
ま
で
、
過
去
分
の
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
（
＊
1
）
が
受
け
ら

れ
る
期
間
は
、
申
請
の
直
前
の
7
月

（
学
生
納
付
特
例
は
直
前
の
4
月
）ま

で
の
1
年
以
内
で
し
た
。
4
月
か
ら

は
、
申
請
時
点
の
2
年
1
カ
月
前
の

月
分
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

（
＊
1
）「
免
除
」
と
は
、
全
額
免
除
、

一
部
免
除（
3
／
4
、
半
額
、
1
／

4
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
の
こ
と
で
す
。

▽
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期

間
も
拡
大
さ
れ
ま
す

　災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た

免
除（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）は
、

こ
れ
ま
で
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た

は
前
年
度
に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理

由
が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
4
月
か
ら
は
、
災
害
・
失

業
な
ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な

ど
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
6
月
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
平
成
26
年
3
月
以
前
に
あ
っ
た
災

害
・
失
業
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

過
去
分
の
審
査
対
象
期
間
は
、
2
年

1
カ
月
前
ま
で
で
す
。

▽
申
請
方
法

　市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
南
国

年
金
事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　2
年
1
カ
月
前
の
月
分
ま
で
免
除

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害

年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
、

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得

に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免

除
は
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
、
若
年

者
納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も

所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。
配
偶
者
や

世
帯
主
が
失
業
な
ど
に
該
当
す
る
場

合
も
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
皆
さ
ん
へ

4
月
か
ら
過
去
２
年
１
カ
月
分
の
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
！

■
問

　市
民
課
国
保
年
金
係
☎
35
・
1
0
0
2

■
問

　市
民
課
国
保
年
金
係
☎
35
・
1
0
0
2

　
　
　南
国
年
金
事
務
所
☎
0
8
8
・
8
6
4
・
1
1
1
1

20歳以上の
学生さん

「
納
付
」
と
「
学
生
納
付
特
例
」
と

「
未
納
」
は
こ
の
よ
う
に
違
い
ま
す

未納学生納付特例納付

×
入りません

×
入りません

×
されません

○
入ります

○
入ります

×
されません＊

○
入ります

○
入ります

○
されます

障害基礎年金
遺族基礎年金
（受給資格期間）

年金額に計算

受給資格期間老
齢
基
礎
年
金

＊10年以内ならさかのぼって納めることができます。
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■問　上下水道課上水道管理係☎35・6875
便利になります！水道料金のお支払い

■問　総務課☎35・1000市役所の組織が一部変わります！

より効率的・効果的に業務を行うため、4月1日から組織の再編を行います。

○生涯学習課に文化財係を新設 ○上下水道課上水道係を2つの係に分割

新しい係の名前 業務内容 場　所 これまでの係 新しい係の名前 業務内容

文化財係

土居953番地イ
（歴史民俗資料館　内）
☎・　34・3706
＊月曜休館
（祝日を除く）

上水道係
上水道工務係

上水道管理係

文化財保護、
伝統的建造物
群保存地区、
歴史民俗資料
館・書道美術
館の管理運営、
市史ほか

他の市町村か
ら安芸市へ転
入したとき

安芸市から他
の市町村へ転
出するとき

安芸市内で住
所を移したと
き

転入した日か
ら14日以内

転出する前
＊転出証明書
を交付します

引っ越しをし
て14日以内

①前に住んでいた市区町村から交付さ
れた転出証明書など
②国民年金の加入者は年金手帳
＊新たに国民健康保険に加入する人は
窓口（国保年金係）で申請してください。

①国民健康保険被保険者証、後期高齢
者医療被保険者証、介護保険証、福
祉医療費受給者証など
②印鑑登録をしている人は「印鑑登録
証（茶色）」

③住民基本台帳カード
＊世帯主が転出する場合で世帯員に国
民健康保険加入者がいるときは、被保
険者証をお持ちください。

①国民健康保険被保険者証、福祉医療
費受給者証など
②住民基本台帳カード

水道施設の設計・
工事施工・維持管
理、水質検査、水
道請負業者の指定
ほか

水道料金、水道事
業会計ほか

　4
月
1
日
以
降
に
発
行
さ
れ
る
水

道
料
金
な
ど
の
納
付
書
が
ハ
ガ
キ
サ

イ
ズ
の
三
つ
折
り
様
式
に
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関

に
加
え
て
お
近
く
の
郵
便
局
（
四
国

内
）
で
も
お
支
払
い
が
で
き
、
便
利

に
な
り
ま
す
（
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
納
付
期
日
ま
で
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
）。

▼
ご
利
用
で
き
る
金
融
機
関

・
高
知
銀
行

・
高
知
信
用
金
庫

・
四
国
銀
行

・
四
国
労
働
金
庫

・
土
佐
あ
き
農
協
本
所
・
支
所
・
出

張
所

・
郵
便
局（
四
国
内
）（
＊
4
月
1
日

か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

口
座
振
替
日
が
変
わ
り
ま
す
！

　こ
れ
ま
で
奇
数
月
の
20
日
に
行
っ

て
い
た
口
座
振
替
は
、
5
月
か
ら
奇

数
月
の
25
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
平

日
）に
変
わ
り
ま
す
。

　ま
た
、
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か

っ
た
人
は
、
翌
月
5
日
に
再
振
替
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
は
再

振
替
を
中
止
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
上

記
の
金
融
機
関
で
お
支
払
い
を
お
願

い
し
ま
す
（
な
お
、
3
月
20
日
に
口

座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
人
へ
の
再

振
替
は
、
4
月
7
日
に
行
い
ま
す
）。

▲新しい納付書

▲口座振替できなかった人へ送られる納付書

水道料金などのお支払いは、簡単、便利、確実な口座振替をご利用ください。
お申し込みは、各金融機関窓口までお願いします。

転
勤
・
進
学
な
ど
で
引
っ
越
し
す
る
と
き
は
…

住
民
異
動
に
関
す
る
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問

　市
民
課
市
民
係
☎
35
・
1
0
0
1

■
問

　総
務
課
☎
35
・
1
0
0
0

　住
民
票
（
住
民
基
本
台
帳
）
は
、
住
民
か
ら
の
住

所
の
異
動
届
な
ど
に
基
づ
い
て
記
録
を
整
備
し
て
お

り
、
す
べ
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
る
も
の

で
す
。

　住
所
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

元
気
バ
ス
の
定
期
乗
車
券
を
発
行
し
ま
す
！

　4
月
1
日
か
ら
ご
利
用
で
き
る
元
気
バ
ス
の「
定

期
乗
車
券
」を
発
行
し
ま
す
。
通
学
・
通
勤
に
便
利

で
お
得
な
定
期
乗
車
券
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　定
期
券
の
種
類
や
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
い
内
容
や
発
行
の
手
続
き
な
ど
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
総
務
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

＊
小
学
生
以
下
の
人
や
身
体
障
害
者
な
ど
半
額
の

運
賃
割
引
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期

料
金
も
半
額（
10
円
未
満
四
捨
五
入
）と
な
り
ま
す
。

▼持ってくるもの
○認印
○届出人（窓口に来た人）の本人確認を行いますので、官公庁が発行した
顔写真付きの身分証明書（運転免許証など）

＊次の①～③以外の人が届け出する時は委任状が必要です。
①本人　②本人と同一世帯の人　③法定代理人
＊3月下旬から4月上旬は、窓口が混み合います。特に月曜日など休日明
けは時間に余裕を持ってお越しください。

届け出 届け出の期間 届け出に必要な物（下記のうち、所持しているもの）

転入届

転出届

転居届

【普通・通学定期乗車券料金表（大人）】

【学期別定期乗車券】

片道
運賃
（円）

通学期間

1カ月以上
3カ月未満

3カ月以上
4カ月未満

定期料金

200
300
400
500
600
700
800

6,000
9,000
12,000
15,000
18,000
21,000
24,000

17,100
25,650
34,200
42,750
51,300
59,850
68,400

32,400
48,600
64,800
81,000
97,200
113,400
129,600

5,000
7,500
10,000
12,500
15,000
17,500
20,000

14,250
21,380
28,500
35,630
42,750
49,880
57,000

27,000
40,500
54,000
67,500
81,000
94,500
108,000

1カ月 3カ月 6カ月 1カ月 3カ月 6カ月

普通定期乗車券
＊通勤をはじめ、目的を問
わず利用できる定期券です

学期別定期乗車券
＊学校などの学期ご
との就学期間内で発
行する定期券です。

1カ月通学定期料金（2カ月以
上のときは2カ月分）＋（1カ
月定期料金÷25×1カ月に満
たない日数）
3カ月通学定期料金＋（3カ月
定期料金÷75×1カ月に満た
ない日数）

通学定期乗車券
＊学校などへの通学のため
の定期券です
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広報あき 平成26年4月→ ご自由にご覧ください。■問　女性の家☎34・3514広報あき 平成26年4月 女性の家では、ハローワークからの求人情報を備えています。 → 1819

後期高齢者医療　
介　護　保　険

保険料の仮徴収が始まります

～市制施行60周年記念～
NHKラジオ番組「民謡をたずねて」公開収録　観覧者募集

　日本を代表する民謡歌手が、全国各地の民謡の
魅力を紹介するNHKラジオ番組「民謡をたずねて」
の公開収録を開催します。観覧をご希望の人は、
次の要領でお申し込みください。皆さまからのご
応募をお待ちしています。
▽と　き　5月18日（日）　開場13時、開演13時30
分（終演予定15時30分）
▽ところ　安芸市民会館
▽出　演　（唄）高橋キヨ子、藤田周次郎、進藤聖
子、江島ちあき、福士あきみ、地井麻実

　（三味線）二代目藤本琇丈、藤本秀心　
　（津軽三味線）木乃下真市
　（尺八・笛）正田麻盛
　（鳴物）美鵬駒三朗、美鵬人子　
　（はやし詞）西田美和、西田紀子
▽入場料　無料
▽応募方法　郵便往復はがき（私製を除く）の往信
用ウラ面に①郵便番号②住所③名前④電話番号
を、返信用オモテ面に①郵便番号②住所③名前
を記入し、次の宛て先までご応募ください。

▽宛て先　〒780・8512（住所記載不要）NHK高

知放送局「民謡をたずねて」係
▽応募締切　4月28日（月）必着
＊抽選のうえ5月上旬に返信用はがきで結果をお知
らせします。当選通知1通で2人入場可能。（就学前
のお子さんの同伴・入場はお断りします。）
＊応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連
絡のほか、NHKでは、受信料のお願いに使用させ
ていただくことがあります。

▼仮徴収って何？
　保険料は、その算定の根拠となる所得金額や市
民税の課税状況が確定する7月以降でなければ保
険料年額が決まりません。そのため、4月・6月・
8月に支給される年金から天引きとなる保険料は、
前年度の保険料を基にした暫定の金額となります。
○すでに年金天引きとなっている人
　2月の年金から天引きされた保険料と同じ金額
が天引きされます。
○4月から新たに年金天引きとなる人
　平成25年度の年間保険料を6回で割った金額が
天引きされます。
＊3月中旬に「仮徴収額決定通知書」を送付してい
ます。

▼7月以降はどうなるの？
　7月に決定した年額から、仮徴収で納めた保険料
を差し引いた残りの保険料を10月・12月、翌年2
月に支給される年金から天引きにより納付してい
ただきます。

▼年金天引きされるのはどんな人？

■問　総務課☎35・1000　NHK高知放送局☎088・823・2300（平日10時～18時）

▲高橋キヨ子 ▲藤田周次郎

軽自動車税納税通知書を送付します

　4月上旬に、平成26年4月1日時点で軽自動車な
どの登録のある人に「平成26年度軽自動車税納税
通知書」を発送します。標識番号（ナンバー）が記
載されていますのでご確認のうえ、納付してくだ
さい。
　口座振替の登録をしている人は、ハガキで通知

しますので登録口座の確認をしてく
ださい。
　また、来年度からの口座振替をご
希望の人は、同封している「安芸市口
座振替依頼書」に必要事項をご記入の
うえ投函してください。

■問　税務課市民税係☎35・1005

軽自動車税の減免があります

　身体や知的、精神の障がいがある人のために使
用する車で、次の要件を満たす場合は、納期限の
7日前（4月23日）までの申請により、軽自動車税
の減免を受けることができます。
＊減免は、軽自動車税と自動車税を併用して受け
ることはできません。
▼対象となる車両
○障がい者が所有し、自らが運転する車
○障がい者（18歳未満の身体障がい者などと生計
を同じくする人を含む）が所有し、生計を同じく
する人が、障がい者の通院、通学のために運転す
る車

○障がい者のみの世帯の人が所有し、常時介護する
人が障がい者の通院、通学のために運転する車
＊障がいの程度などによる制限があります。
▼申請に必要なもの
○身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳また
は精神障害者福祉手帳
○運転者の運転免許証
○平成26年度軽自動車税納税通知書
○印鑑
▼受付期限　4月23日（水）まで（平日のみ）
＊受付期間を過ぎてからの申請、納付後の申請は
認められませんのでご注意ください。

■問　税務課市民税係☎35・1005

■問　後期高齢者医療保険料について
　　　（市民課国保年金係）☎35・1002
　　　介護保険料について
　　　（市民課介護保険係）☎35・1003

介護保険 後期高齢者医療
年金天引きの
対象となる年
金の年額が18
万円以上の人

①年金天引きの対象となる年
金の年額が18万円以上の人
②介護保険料と後期高齢者医
療保険料を合わせた額が年金
額の1／ 2を超えない人

　現在、保険料の納付方法が、年金天引き（特別徴収）となっている人、また4月
から年金天引きになる人は、4月に支給される年金から保険料が仮徴収されます。

特定計量器の定期検査を行います

　特定計量器（「取引」または「証明」に使用す
る計量器）は、計量法で2年に1度、知事の実施
する定期検査を受検することが義務づけられて
います。
　今年は安芸市で検査が実施されますので、次
の表をご覧のうえ、最寄りの会場で受検してく
ださい。
　すでに計量士の検査を受検されている人は検
査の必要はありません。
　また、500kg以上計量できるはかりの場合は、
検査会場での検査ができません。商工観光水産
課にご連絡のうえ、所在場所検査申請を行って

ください。
　計量器を使用していない場合や、
ご不明な点のある場合は、高知県
計量検定所または安芸市商工観光
水産課までお問い合わせください。

＊計量器におもりや載せ台などがついている場合は、必
ず一緒にお持ちください。なお、受検手数料が必要です。

■問　高知県計量検定所☎088・845・7770
　　　商工観光水産課☎35・1011

【特定計量器の定期検査日程】
月　日

  4月14日（月）

  4月15日（火）

  4月16日（水）

  4月17日（木）

  4月21日（月）～
　12月19日（金）

10：30～11：30

13：00～14：00

14：30～15：00

10：30～11：30

13：00～14：00

10：30～11：30

10：30～12：00
13：00～15：00

  9：00～12：00
13：00～16：00

土佐あき農業
協同組合東支所

東川公民館

奈比賀公民館

赤野公民館

伊尾木公民館

井ノ口公民館

安芸市健康ふれあい
センター元気館

高知県計量検定所

時　間 会　場
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広報あき 平成26年4月→ 詳しくはお問い合わせください。■問 総務課☎35・1000広報あき 平成26年4月 「広報あき」では、有料広告を募集しています。 → 2021

■問　環境課☎35・1023一般廃棄物最終処分場へのごみの搬入
月～金曜日の昼休み時間帯も可能となります

「缶・紙・古着・ペットボトル」の日 「ビン・有害ごみ」の日
缶・スプレー缶・紙（新聞とチラシ・雑誌・ダン
ボール・紙パック）・ペットボトル・古着

ビン・乾電池・蛍光灯・電球・体温計・
温度計・ライター

4月の資源ごみ収集日

■資源ごみ収集日一覧表

畑山・尾川
東川（八ノ谷・丸石・黒瀬・大井・古井・
別役・入河内・奈比賀・長山）

久世町・庄之芝町・染井町・桜ヶ丘町・幸町・
宝永町・黒鳥・植野・井ノ口・栃ノ木

本町1～5丁目・土居・僧津・伊尾木・下山

花園町・柳田・矢ノ丸1～4丁目・港町1～2
丁目・内原野・花・川北・江川・小松原

日ノ出町・寿町・清和町・千歳町・津久茂町・
馬ノ丁・赤野・穴内

中郷

毎週水曜日（2日・9日・16日・23日・30日）

毎月第3水曜（16日）

毎月第1・3水曜（2日・16日）

毎月第2・4水曜（9日・23日）

毎月第1・3水曜（2日・16日）

一般廃棄物最終処分場（安芸市リサイクルプラザ）は日曜日以外受け入れしています。受け入れ時間 月～金曜日8時30分～16時30分、土曜日8時
30分～12時、13時～16時30分　■問　平日　環境課☎35・1023　　土・祝日　最終処分場☎34・1353

毎週月曜（7日・14日・21日・28日）
毎週火曜（1日・8日・15日・22日・29日）
毎週木曜（3日・10日・17日・24日）
毎週金曜（4日・11日・18日・25日）

市
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

▽
期
間
入
札

　4
月
14
日（
月
）9
時
〜
18
日（
金
）17
時

▽
特
別
売
却

　期
間
入
札
で
不
落
の
場
合
、
4
月
21
日

（
月
）か
ら
3
カ
月
間
内
に
先
着
順
に
買
受

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保
佐
人
、

ま
た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
人
は
、

入
札
者
お
よ
び
そ
の
代
理
人
に
な
れ
ま
せ

ん
。

＊
入
札
要
綱
は
、
財
産
管
理
課
で
配
布
し

ま
す
。

▽
物
件
の
所
在
地

【
1
号
】
　安
芸
市
矢
ノ
丸
三
丁
目
5
0
2

番
1

宅
地

　1
0
4
・
48
㎡（
31
・
60
坪
）

最
低
落
札
価
格

　5,
3
3
1,
4
0
5
円

参
考

　5
1,
0
2
8
円
／
㎡

　
　
　（1
6
8,
7
1
5
円
／
坪
）

【
2
号
】
　安
芸
市
宝
永
町
5
0
1
番
4

宅
地

　2
5
1
・
44
㎡（
76
・
06
坪
）

最
低
落
札
価
格

　7,
8
6
6,
3
0
0
円

参
考

　3
1,
2
8
5
円
／
㎡

　
　
　（1
0
3,
4
2
2
円
／
坪
）

【
3
号
】
　安
芸
市
西
浜
字
ハ
タ
セ
2
2
3

番
5

雑
種
地

　3
1
8
・
85
㎡（
96
・
45
坪
）

最
低
落
札
価
格

　3,
3
4
7,
9
2
5
円

参
考

　1
0,
5
0
0
円
／
㎡

　
　
　（3
4,
7
1
0
円
／
坪
）

■
問

　財
産
管
理
課
☎
35
・
1
0
1
3

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
を
補
助

　地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
、
太
陽
光
発
電

を
設
置
す
る
人
に
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者
（
主
な
要
件
）

①
自
ら
が
居
住
す
る
安
芸
市

内
の
住
宅
（
併
用
住
宅
）
に

新
た
に
設
置
ま
た
は
増
設

す
る
人

②
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降

に
契
約
し
た
人
（
た
だ
し
、

工
事
の
着
手
は
補
助
金
交

付
決
定
後
と
な
り
ま
す
。）

③
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に

す
べ
て
の
手
続
き
（
工
事
・

申
請
な
ど
）を
完
了
で
き
る

人

　ほ
か

▼
補
助
対
象
の
シ
ス
テ
ム
（
主

な
要
件
）

①
住
宅
の
屋
根
な
ど
へ
の
設

置
に
適
し
た
低
圧
配
電
線

と
逆
潮
流
有
り
で
連
系
し
、

か
つ
、
太
陽
電
池
の
最
大

出
力
が
10 

kw
未
満
の
も
の

②
未
使
用
品
の
も
の（
中
古
品

お
よ
び
リ
ー
ス
品
、
既
に

設
置
済
の
も
の
は
対
象
外
）

　ほ
か

▼
補
助
金
額

　1
kw
あ
た
り
3
万
円
で
、

4
kw 

12
万
円
を
上
限
と
し
ま

す
。

＊
先
着
約
30
件（
予
算
の
範
囲

内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間

　4
月
15
日
（
火
）
か
ら
先
着

順
に
受
付
し
ま
す
。

▼
申
請
手
続
き
な
ど

　申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

は
、
安
芸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
環
境

課
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
補
助
の
要
件
な

ど
も
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

①
申
請
時
に
添
付
書
類
が
す

べ
て
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場

合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

②
既
に
設
置
し
て
い
る
場
合

や
、
交
付
決
定
前
の
事
前

着
工
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん

■
問
・
申
込

　環
境
課
☎
35
・
1
0
2
3

至 黒鳥
至 安芸中

田

宝永
団地

雇用促進
住宅

宝永
集会所

P

至 国道55号

2号
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

県
立
あ
き

総
合
病
院

至 僧津至 高台寺

至 国道55号

至 土居

矢ノ丸
保育園

高
知
県
安
芸

土
木
事
務
所

市
民
会
館

1
号

朝霧
公園

体育館

女
性
の
家

図
書
館

鉄塔
JA集
出荷場

JAゆず
集荷場

消防防災
センター

市立
安芸中学校

至 国道55号

3号帯
谷
川

▽補助対象　公共下水道・農業集落排水供用
区域以外の区域に、平成26年
度に浄化槽を設置する人。

　　　　　   （注…今年度の交付決定は早くて
も5月末頃の予定です。交付決
定前に着工した場合は補助対象
となりません。）

▽受付期間　4月1日（火）～先着順
＊予算枠に達し次第終了します。

▽提出書類　浄化槽設置整備事業補助金交付申請
書および添付書類

＊申請書・添付書類の様式は、安芸市ホームペー
ジよりダウンロードするか、環境課でお渡しし
ます。申請手続き、要件についても記載してい
ますのでご確認ください。
▽交付決定　書類審査・現地調査のうえ、交付決

定者に通知します。
＊交付が決まった人には「浄化槽講習会」への出
席をお願いしています。

■問　環境課☎35・1023浄化槽設置補助金の交付申請を受付

平成26年度の浄化槽の設置にかかる補助金の交付申請を次のとおり受け付けます。

　4月1日（火）より、月～金曜日12時～ 13時の時
間帯も、安芸市一般廃棄物最終処分場へのごみ搬
入ができるようになります。（祝日含む）
　なお、年末のごみ搬入時間については12月広報
でお知らせいたします。
【搬入するときのお願い】
・一般廃棄物最終処分場へ搬入するときは道路な
どへ廃棄物を落下させないように、ひもなどで
縛ってください。
・一般廃棄物最終処分場敷地内では徐行をお願い
します。

【一般廃棄物最終処分場の搬入時間】

3月31日まで
月～金曜日
（祝日含む）

土曜日
（祝日含む）

日曜日

  8：30～ 12：00
13：00～ 16：30

  8：30 ～ 12：00
13：00～ 16：30

休み

  8：30～ 16：30

  8：30 ～ 12：00
13：00～ 16：30

休み

4月1日から

AKI CITY NEWS
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示
板

情
報

掲
催

　し

第

　回

内
原
野
つ
つ
じ
祭
り

　今
年
も
恒
例
の
つ

つ
じ
祭
り
を
開
催
し

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
期
間
中
は
18

時
か
ら
21
時
ま
で
ぼ
ん
ぼ
り
が

点
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ

　内
原
野
公
園

○
ち
び
っ
こ
宝
探
し

　4
月
6

日（
日
）11
時
〜

○
B
O
Z
U  

C
a
f
e  

i
n

延
寿
亭

　4
月
13
日
（
日
）
12

時
〜
15
時

○
カ
ラ
オ
ケ
・
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー

ト

　4
月
20
日（
日
）10
時
〜

○
そ
う
め
ん
流
し

　4
月
27
日

（
日
）11
時
30
分
〜

○
は
し
拳
大
会
内
原
野
場
所

　

4
月
29
日
（
火
）
13
時
〜
（
12

時
30
分
〜
受
付
）

○
延
寿
亭
で
の
抹
茶
接
待

　4

月
12
日
・
19
日
・
20
日
・
26

日
・
27
日
11
時
〜

＊
日
曜
日
（
4
月
6
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日
）に
は
、
安
芸
駅
か

ら
無
料
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
が
運

行
し
て
い
ま
す
。

■
問

　安
芸
市
観
光
協
会

　☎
35
・
1
1
2
2

春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

▽
実
施
期
間

　4
月
6
日
（
日
）

〜
15
日（
火
）

＊
4
月
10
日（
木
）は「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

▽
基
本
事
項

　子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止

▽
重
点
事
項

　

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
5

則
の
周
知
徹
底
）

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

第

　回

安
芸
市
民
歌
・
踊
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
交
流
会

　安
芸
の
元
気
は
ま
か
せ
ち
ょ

き
！！
唄
は
世
に
つ
れ
、
世
は
唄
に

つ
れ
、
会
館
ホ
ー
ル
は
歌
と
民

謡
、
日
舞
の
お
ど
り
で
花
ざ
か

り
！！　終

演
後
お
楽
し
み
く
じ
引
き
大

会
に
は
、
テ
レ
ビ
・
お
米
・
う
な

ぎ
に
自
転
車
そ
の
他
、
豪
華
賞
品

を
ず
ら
り
並
べ
て
、
お
・
も
・

て
・
な
・
し
。

▽
と

　き

　4
月
13
日（
日
）

　10
時
開
演（
9
時
30
分
受
付
）

▽
と
こ
ろ

　市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
出

　演

　日
舞
…
若
柳
流
江
己
香
会

　新
舞
踊
…
宮
地
流
伸
竹
会

　民
踊
…
安
芸
老
連
な
で
し
こ

会
、
安
芸
民
踊
愛
好
会

　歌
…
人
気
上
昇
中
、
高
知
の
歌

手
ほ
か
、
地
元
の
唄
仲
間
達
が

勢
揃
い
！！

＊
お
客
様
の
御
好
意
の
募
金
は
、

生
涯
学
習
課
に
寄
付
し
ま
す

■
問

　安
芸
市
民
歌
・
踊
り
連
合

会

　代
表
谷
岡
潔

　☎
0
9
0
・
5
2
7
0
・
6
0
9
9

し
尿
汲
み
取
り
手
数
料

が
変
わ
り
ま
す

　4
月
1
日（
火
）か
ら
消
費
税

率
が
8
％
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
し
尿
汲
み
取
り
手
数
料
を

改
定
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
改
定
前（
現
行
）：

　

10
ℓ
あ
た
り
75
円

　
　
　
　←

○
改
定
後（
4
月
1
日
以
降
）：

　

10
ℓ
あ
た
り
77
円

■
問

　環
境
課

　☎
35
・
1
0
2
3

各
手
当
の
手
当
額
が

変
わ
り
ま
し
た

　消
費
者
物
価
指
数
の
変
化
に
よ

り
、
4
月
1
日
（
火
）
か
ら
次
の

よ
う
に
手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当（
月
額
・
児
童

１
人
の
場
合
）

・
全
部
支
給

　4
1,
1
4
0
円

　↓
4
1,
0
2
0
円

・
一
部
支
給

　4
1,
1
3
0
円

〜
9,
7
1
0
円
↓

　4
1,
0
1
0
円
〜
9,
6
8
0

円
＊
2
人
以
上
の
児
童
に
か
か
る
加

算
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当（
月
額
・

障
害
児
１
人
に
つ
き
）
　

・
1
級

　5
0,
0
5
0
円
↓

　4
9,
9
0
0
円

・
2
級

　3
3,
3
3
0
円
↓

　3
3,
2
3
0
円

○
特
別
障
害
者
手
当（
月
額
）

　2
6,
0
8
0
円
↓

　2
6,
0
0
0
円

○
障
害
児
福
祉
手
当（
月
額
）

　1
4,
1
8
0
円
↓

　1
4,
1
4
0
円

○
福
祉
手
当（
月
額
・
経
過
措
置

分
）

　1
4,
1
8
0
円
↓

　1
4,
1
4
0
円

■
問

　福
祉
事
務
所

　☎
35
・
1
0
0
9

協
会
け
ん
ぽ

（
社
会
保
険
）

加
入
の
皆
さ
ん
へ

　協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
て
い
る

被
扶
養
者
も
、
市
で
実
施
し
て
い

る
集
団
健
診（
特
定
健
診
）を
受

診
で
き
ま
す
。
受
診
す
る
に
は
協

会
け
ん
ぽ
が
発
行
し
て
い
る「
受

診
券
」が
必
要
で
す
。
受
診
券
を

お
持
ち
で
な
い
人
は
受
診
券
の
発

行
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
協
会

け
ん
ぽ
高
知
支
部
保
健
グ
ル
ー
プ

（
☎
0
8
8
・
8
2
0
・
6
0
2
0
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　健
診
の
お
申
し
込
み
は
、
事
前

に
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
元

気
館
」（
☎
32
・
0
3
0
0
）ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　年
度

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が

決
定

　次
の
地
区
の「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」が
新
た
に
決
定
し
ま
し
た
。

　各
地
区
の
中
心
経
営
体
の
農
業

者
な
ど
の
詳
細
は
、
農
林
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

①
江
川
・
内
原
野
地
区（
新
規
作

成
）

②
井
ノ
口
地
区（
新
規
作
成
）

③
畑
山
地
区（
新
規
作
成
）

④
東
川
地
区（
新
規
作
成
）

⑤
赤
野
地
区（
見
直
し
）

⑥
安
芸
町
・
西
浜
・
東
浜
・
黒
鳥

地
区（
見
直
し
）

⑦
土
居
・
僧
津
地
区（
見
直
し
）

⑧
川
北
地
区（
見
直
し
）

＊
24
年
度
に
決
定
し
た
、
穴
内
地

区
、
伊
尾
木
・
下
山
地
区
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

■
問

　安
芸
市
人
・
農
地
プ
ラ
ン

検
討
会
事
務
局（
農
林
課
内
）

　☎
35
・
1
0
1
6

届
い
た
固
定
資
産
税
、

コ
レ
っ
て
適
正
？

│ 

縦
覧 

│

　4
月
に
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
が
届
い
た
人
は
、
所
有
す
る

固
定
資
産
の
評
価
額
な
ど
が
、
条

件
の
近
い
他
の
も
の
と
比
べ
て
適

正
で
あ
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
確
認
で
き
る
こ
と

　土
地
…
地
番
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額

　家
屋
…
家
屋
の
種
類
、
構
造
、

床
面
積
、
建
築
年
、
評
価
額
な

ど
＊
納
税
通
知
書
の
課
税
明
細
書
に

載
っ
て
い
る
資
産
の
み
が
対
象

で
す
！

▽
確
認
で
き
る
人

　市
内
に
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地

ま
た
は
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
人

▽
必
要
な
も
の

○
平
成
26
年
度
の
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書

○
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
）

＊
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
。

▽
期
間

　4
月
1
日
（
火
）
〜
4
月
30
日

（
水
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

▽
と
こ
ろ

　市
役
所
税
務
課（
西

庁
舎
1
階
）

＊
土
地
の
利
用
方
法
を
変
え
た

り
、
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を

し
た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

■
問

　税
務
課
資
産
税
係

　☎
35
・
1
0
0
6

伝
統
的
建
造
物
群

保
存
対
策
事
業

　土
居
廓
中
地
区
の
歴
史
的
景

観
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、

同
地
区
内
に
土
地
や
家
屋
な
ど

を
所
有
す
る
人
に
対
し
て
、
平

成
27
年
度
安
芸
市
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
対
策
事
業
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間

　4
月
1
日
（
火
）

〜
5
月
30
日（
金
）

▽
提
出
書
類

　事
業
希
望
調
書

ほ
か

■
問

　生
涯
学
習
課

　☎
35
・
1
0
2
0

鳥
獣
被
害

防
除
対
策
事
業

　シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
へ
の
被
害

を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
防
除
ネ
ッ

ト
な
ど
の
設
置
に
対
す
る
補
助
事

業
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▽
補
助
対
象

　防
除
ネ
ッ
ト
な
ど
の
設
置
に
か

か
る
資
材
購
入
費

＊
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し
ま

す
。

▽
募
集
期
間

　4
月
1
日
（
火
）

〜
4
月
30
日（
水
）

　受
付
後
に
費
用
の
見
積
も
り
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
実
施

時
期
な
ど
の
詳
細
は
、
農
林
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
・
申
込

　農
林
課
中
山
間
振

興
係
☎
35
・
1
0
1
6

第

　回

安
芸
市
早
起

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

出
場
チ
ー
ム

▽
募
集
期
間

　4
月
1
日
（
火
）

〜
4
月
14
日
（
月
）＊
17
時
必

着
▽
参
加
料

　7,
0
0
0
円

▽
開
会
式

　5
月
8
日（
木
）
　

　6
時
30
分
〜

　安
芸
ド
ー
ム

（
予
定
）

▽
競
技
開
始

　5
月
9
日
（
金
）

（
予
定
）

■
問

　生
涯
学
習
課

　☎
35
・
1
0
2
0

募

　集

お
知
ら
せ

39

21

25

45

安芸体操クラブ

安芸卓球クラブ

安芸ヤング
タイガース
（野球）

安芸少年
サッカークラブ

安芸ジュニア
バレーボール
クラブ

安芸
スイミング
クラブ

幼児（年長）
小学生

（5年生まで）

小学生

小学生

小学生

小学生

小・中・
高生
一般

安芸市体育館
月・火・木・金
17:30～20:30
（土9:30～12:30）

安芸市体育館
火・木・土
18：30～21：00

処理場グラウンド
火～木
16：00～18：00
土・日
9：00～12：00

土居河川敷グラウンド・
NKKグラウンド
水・木18：00～19：30
土・日9：00～12：00

伊尾木小学校
水19：00～20：30
土9：00～17：00
日13：00～17：00
安芸市体育館
金19：00～20：30

市立安芸中学校プール
月・水・金
17:00～18:30
＊6～9月の期間のみ

影山眞一
☎35・2618
丸岡楯彦
☎34・3165

秋山真樹
☎35・2680（自）
☎34・1111（勤）

山本諭
☎35・8800（自）
☎35・8005（勤）
☎090・8690・0452
　　　　　  （携帯）

小松寛
☎34・0691（自）

空手研究会 小中学生
安芸市武道館
土18:00～20:00

岡林正恭
☎090・3789・6606

藤堂克二
☎35・4230（自）
門田晴樹
☎35・5721

内川慶子
☎090・7570・4808

クラブ名 対象 練習場所・時間 問い合わせ先

安芸少年
剣振会

小学生
安芸市武道館
月・水・金
17：00～19：00

名木栄作
☎090・2892・8809

～《少年少女スポーツクラブ部員募集》～

クラブ名 対象 練習場所・時間 問い合わせ先

風の庵
（剣道）

小中学生
芸西村憩ヶ丘体育館　
火・金
19：00～20：30

野老山貴
☎080・6146・8820

安芸市などには、次のような少年少女スポーツクラブがあります。各クラブでは、平成26年度部員を募集しています。
入部を希望する人は、お気軽にお問い合わせください。

常心門
（空手）

3歳以上

川北小学校体育館
月・火17:30～19:10
安芸警察署武道場
水・木17:30～19:10

小松浩文
☎090・4971・1186

少林寺拳法
高知安芸道院

4歳以上

安芸少林寺拳法道場
（津久茂町団地前信号を
北に100メートル）
木・土　19：30～20：45

宇都宮　広史
☎090・1575・8987



広報あき 平成26年4月→ 安芸市フェイスブックhttp://www.facebook.com/city.aki広報あき 平成26年4月 安芸市フェイスブックの運用を開始しました。 → 2425

▲「ぱんだぱんだ」のようす

口統計人

人口   　18,948人
（前月比：42人減）
男  　8,996人

（　〃　：20人減）
女  　9,952人

（　〃　：22人減）
世帯数 　　8,713 

7,397人
1,774人
3,083人
308人
1,957人
2,124人
231人
797人
1,277人

安　芸
伊尾木
川　北
東　川
土　居
井ノ口
畑　山
穴　内
赤　野

（地区別人口）

【26年2月末日現在】
（外国人含む）

新刊のイチ押し ●ふくべ　あきひろ　文

「かぶとむしランドセル」（PHP研究所）

【児童書】▽しばはら・ち「ぱんだぱんだ」▽ふじもとのりこ「ケーキにな
あれ！」▽はせがわさとみ「おばけのドレス」▽茂市久美子「おひさまやの
めざましどけい」▽ミッシェル・コックス「サッカー少女サミー　‒友と涙と
逆転ゴール！？」ほか
【一般書】▽笹山久三「四万十川のひかり」▽東川篤哉「放課後はミス
テリーとともに」▽新堂冬樹「逃亡者」▽森山晋平　編集「世界のホテ
ル」▽福田栄華「大人かわいい！ストール使いこなしレッスン」ほか

＝4月の新刊案内＝

　おじいちゃんからみっちゃんに、入
学のお祝いが届きました。みっちゃん
は、「ランドセルだ！」と大喜び！箱
を開けると…？ピカピカのランドセル
は何だかちょっと変わっていました。
　一体、どんなランドセルだったので
しょうか？4月という新しい始まりに
ぴったりの1冊です。

図書館へ行こう！ 安芸市民図書館 35・5638図書館へ行こう！

種　別
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館
日

休休
館
日

相　談

政相談行
▽と　き　4月16日（水）10時～15時
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　総務課☎35・1000

▽と　き　4月3日（木）10時～15時
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　法務局安芸支局☎35・2272

▽と　き　4月3日（木）10時～15時
　　　　　（14時30分受付終了）
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター 2階　中会議室
■問　南国年金事務所☎088・864・1111

▽と　き　4月14日（月）13時30分～15時30分
▽ところ　安芸ひまわり基金法律事務所
　　　　　（商工会議所2階）
＊相談無料　1人30分で予約制
＊借金などでお困りの人については、随時無料で受け
付けしています。
＊法テラスの制度も使えます。
■問　安芸ひまわり基金法律事務所☎35・8200

金相談

律相談

年

法

権相談人

2月　市長活動 この公務記録には、庁内での打合せ、ご面会等は掲載していません。

1
日（
土
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
春

季
キ
ャ
ン
プ
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

3
日（
月
）特
別
交
付
税
要
望
活

動（
東
京
）

4
日（
火
）（
在
庁
）

5
日（
水
）県
議
会
議
長
来
市
で

主
要
事
業
現
場
説
明

　市
消
防
団
か
ら
陳
情

6
日（
木
）平
成
26
年
度
当
初
予

算
査
定

　阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
球
団
幹
部

と
懇
談
会

7
日（
金
）定
例
課
長
会

　平
成
26
年
度
当
初
予
算
査
定

9
日（
日
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
春

季
キ
ャ
ン
プ
視
察

　災
害
時
医
療
救
護
所
開
設
訓
練

10
日（
月
）県
産
業
振
興
監

12
日（
水
）国
保
連
合
会
理
事
会

（
高
知
市
）

　高
知
大
学
書
道
部
O
B
展（
高

知
市
）

13
日（
木
）安
芸
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
芸
能
大
会

　県
産
業
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
会
議

14
日（
金
）中
国
四
国
農
政
局
高

知
地
域
セ
ン
タ
ー
長

　国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
安
芸

会
長

16
日（
日
）市
職
員
採
用
2
次
試
験

　阪
神
電
鉄
代
表
取
締
役
社
長

17
日（
月
）県
土
地
開
発
公
社
理

事
長

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸
所
長

　国
土
交
通
省
下
水
道
研
究
官

18
日（
火
）辻
製
油
代
表
取
締
役

社
長

19
日（
水
）四
国
地
方
整
備
局
用

地
部
長

　広
島
市
安
芸
区
副
区
長

　船
井
総
研
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

20
日（
木
）市
土
地
開
発
公
社
理

事
会

21
日（
金
）た
つ
の
市
・
安
芸
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
交
流
会

22
日（
土
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
球

団
オ
ー
ナ
ー

23
日（
日
）森
澤
氏
叙
勲
受
章
祝

賀
会（
高
知
市
）

24
日（
月
）関
西
学
院
大
学
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ

　安
芸
県
税
事
務
所
長

　国
会
計
検
査
で
概
要
説
明

25
日（
火
）安
芸
広
域
組
合
議
会

　高
知
県
東
部
地
域
博
覧
会
推

進
協
議
会
総
会（
芸
西
村
）

26
日（
水
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
春

季
キ
ャ
ン
プ
お
礼

　や
な
せ
た
か
し
先
生
を
偲
ぶ

会
（
東
京
）

27
日（
木
）現
日
会
春
季
書
展（
東

京
）

28
日（
金
）市
監
査
委
員

　こ
う
ち
生
協
理
事
長

　阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
球
団
空
港

出
迎
え（
南
国
市
）

×印は休館日　○印はおはなし会
（5日（土）「童っ子」、
10日（木）「ぱんだ　ぱんだ」）
【開館時間】平日→9時～19時まで　
　　　　　土日→9時～17時まで

一般廃棄物最終処分場放流水水質検査
pH

処分場独自排水目標
法排水基準

ＳＳ
　mg/ℓ

ＣＯＤ
　mg/ℓ

ＢＯＤ
　mg/ℓ

大腸菌群数
個/㎖　

5.8～8.6
5.8～8.6
7.7

20以下
150以下
1.0未満

20以下
120以下
0.8

10以下
120以下
0.5未満

3,000以下
3,000以下
30未満2月  5日

採取試験日

pH

処分場独自排水目標
法排水基準

ＳＳ
　mg/ℓ

ＣＯＤ
　mg/ℓ

ＢＯＤ
　mg/ℓ

大腸菌群数
個/㎖　

5.8～8.6
5.8～8.6
8.2

20以下
150以下
1.2

20以下
120以下
2.8

10以下
120以下
0.5未満

3,000以下
3,000以下
30未満2月12日

採取試験日

東山旧処分場放流水水質検査

春の常設展が始まります（4月16日（水）より開催）
■問　歴史民俗資料館☎34・3706

春の常設展が始まります（4月16日（水）より開催）
■問　歴史民俗資料館☎34・3706

歴民だより

かがみ

　2月から開催しているおひなさま展も、4月13日までと残り少なくなりまし
た。おひなさま展の後は、「春の常設展」で男の子の節句人形、五月人形を展
示します。
　五月人形の誕生は、江戸時代の初め。徳川幕府によって五節句が定められ、
兜人形などを飾ったことが始まりといわれています。五月人形は、男の子の誕
生のお祝いと、すこやかな成長を願い、端午（五月はじめの午の日）の節句に飾
られます。安芸市では、外に鯉のぼりやフラフを立てることが多いのですが、
この頃は、どちらも飾る家が増えているようです。
　写真の人形は、大正10年頃の五月人形で、楠正成（く
すのきまさしげ）が武者姿で馬に乗っている姿を表して
います。正成は、南北朝時代の武将で、忠臣のほまれ
高く、戦死を覚悟で大義の為に戦場に赴く姿が「忠臣
の鑑」、「日本人の鑑」として明治の頃からたたえられ、
人形も作られたようです。しかし、今ではあまり見ら
れなくなった珍しい人形の一つです。ちなみに、正成
がかぶっていた兜をモデルにした兜飾りは、今でも五
月飾りとして販売されています。

特別展「安芸のおひなさま」
4月13日（日）まで開催中

たん ご うま

かがみ

　2月から開催しているおひなさま展も、4月13日までと残り少なくなりまし
た。おひなさま展の後は、「春の常設展」で男の子の節句人形、五月人形を展
示します。
　五月人形の誕生は、江戸時代の初め。徳川幕府によって五節句が定められ、
兜人形などを飾ったことが始まりといわれています。五月人形は、男の子の誕
生のお祝いと、すこやかな成長を願い、端午（五月はじめの午の日）の節句に飾
られます。安芸市では、外に鯉のぼりやフラフを立てることが多いのですが、
この頃は、どちらも飾る家が増えているようです。
　写真の人形は、大正10年頃の五月人形で、楠正成（く
すのきまさしげ）が武者姿で馬に乗っている姿を表して
います。正成は、南北朝時代の武将で、忠臣のほまれ
高く、戦死を覚悟で大義の為に戦場に赴く姿が「忠臣
の鑑」、「日本人の鑑」として明治の頃からたたえられ、
人形も作られたようです。しかし、今ではあまり見ら
れなくなった珍しい人形の一つです。ちなみに、正成
がかぶっていた兜をモデルにした兜飾りは、今でも五
月飾りとして販売されています。

たん ご うま

▲楠公馬乗り人形（大正10年頃）▲楠公馬乗り人形（大正10年頃）



広報あき 平成26年4月 お買い物は安芸市内のお店でしましょう。広報あき 平成26年4月 2627

第
22
回
手
づ
く
り

登
り
窯
フ
ェ
ス
タ

　陶
芸
の
里
・
内
原
野
で
手
づ
く
り
、

手
仕
事
の
豊
か
さ
に
触
れ
て
く
だ
さ

い
。

▼
と
こ
ろ

　内
原
野
陶
芸
館

＊
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
4
月
26
日

（
土
）15
時
30
分
〜
21
時
、
27
日（
日
）

9
時
30
分
〜
15
時
30
分
ま
で
の
間
、

安
芸
駅
〜
登
り
窯
フ
ェ
ス
タ
会
場
間

を
随
時
運
行
し
て
い
ま
す
。

【
前
夜
祭
】

▼
と

　き

　4
月
26
日（
土
）

　16
時
〜
20
時

▼
内

　容

　

○
特
別
企
画

　会
場
に
キ
ャ
ン
ド
ル

飾
り
付
け

○
体
験

　キ
ャ
ン
ド
ル
教
室
な
ど

○
飲
食
ブ
ー
ス

　う
ま
い
も
ん
広
場

＊
雨
天
決
行

【
本

　祭
】

▼
と

　き

　4
月
27
日（
日
）

　10
時
〜
15
時

▼
内

　容

　

○
特
別
企
画

　県
内
作
家
制
作
の
湯

呑
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
登
り
窯

　登
り
窯
窯
出
し
作
品
展

示
○
体
験

　各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー

○
ス
テ
ー
ジ

　音
楽
ス
テ
ー
ジ

○
飲
食
ブ
ー
ス

　う
ま
い
も
ん
広
場

○
物
販

　県
内
窯
元
展
示
販
売
、
特

産
品
販
売

＊
雨
天
決
行

＊
時
間
、
内
容
な
ど
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
問　商

工
観
光
水
産
課
☎
35
・
1
0
1
1

　内
原
野
陶
芸
館
☎
32
・
0
3
0
8

緊
急
走
行
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
！

「
お
や
っ
！？
」
後
方
か
ら
救
急
車
が
接
近
し
て
く
る
ぞ
…

急
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も
危
な
そ
う
だ
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
？

あ
な
た
も
自
動
車
を
運
転
中
に
こ
の
よ
う
な
経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　消
防
車
や
救
急
車
は
、
住

民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
一
刻
も
早
く
災
害
現
場

に
急
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
救
急
車
は
救

急
処
置
を
行
い
、
傷
病
者
を

速
や
か
に
医
療
機
関
に
搬
送

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
緊
急
走
行
時

は
車
線
を
は
み
出
し
て
走
行

す
る
こ
と
や
、
赤
信
号
の
交

差
点
に
進
入
で
き
る
こ
と
が

道
路
交
通
法
で
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
緊
急
走
行
も
一
般
車
両
の

協
力
を
得
て
こ
そ
ス
ム
ー
ズ

に
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
緊
急
走
行
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
車
を
運
転
中

に
緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て

き
た
場
合
は
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●消防車などが赤色灯を点灯させ、サイレンを鳴らして、接近し
てきたときは、焦らずに、周囲の道路交通事情に配慮しながら、
速やかに道路の左側に寄って進路を譲り一時停止してください。

●交差点付近では、交差点を避けて道路の左側に寄って一時停止
してください。もし、左側に寄ることができない場合は、道路
の右側に寄って一時停止してください。

　ま
た
、
1
1
9
番
通
報
時
に
よ

く
「
家
の
近
く
に
来
た
ら
救
急
車

の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
ず
に
来
て

ほ
し
い
」
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

救
急
車
は
緊
急
自
動
車
で
あ
り
、

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
赤
色
灯

を
つ
け
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

走
行
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問

　消
防
本
部

　☎
34
・
1
2
4
4

　平成23年6月から全ての住宅
で住宅用火災警報器の設置が義
務付けされています。
　住宅用火災警報器をまだ設置
していない住宅は、早急に設置し
ましょう。すでに設置されている
人は、定期的に点検しましょう。

住宅用火災警報器の
取り付けは済みましたか？

安
芸
市
児
童
生
徒
表
彰

　平
成
25
年
度
安
芸
市
児
童
生
徒
表
彰
は
、
こ
の
1
年
間
に
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
や
善
行
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
分
野
で
、
顕
著
な
成
果
を
収
め
児
童
生
徒
の
模
範
と
な
る
市
内
小
中
学
生
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。
今
年
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
・
学
年
は
25
年
度
）

個
人

団
体

安
芸
市
児
童
生
徒
表
彰

奥野　勝巳（市立安芸中3年）
県中学校総合体育大会砲丸投
げ「1位」

本田　真穂（県立安芸中2年）
高野山競書大会「高野山管長賞」、
読売紙上書道265回上期高知展「第
一席」など

小松　愛佳（県立安芸中3年）
高野山競書大会「高野山総長賞」、
全国学生書道展「大賞」、読書感想
文コンクール「全国入賞」など

福島　大智（川北小5年）
古流現代日本空手道常心門連盟全国
選手権大会小学校5、6年男子個人組
手「3位」など

安岡　里哉（清水ケ丘中3年）
高新中学駅伝競走男子の部「6区区
間賞」、高新ロードレース男子3㎞競
走「5位」など

萩野　日菜子（井ノ口小4年）
全国児童才能開発コンテスト科学部
門「財団科学賞」、県小中学生科学研
究発表会小学生の部「学研賞」など

野町　将矢（穴内小6年）
県通信陸上記録会走り幅跳び「1位」・
走り高跳び「6位」、安芸市・芸西村
水泳記録会50ｍ自由形「1位」など

大塚　澄怜（伊尾木小5年）
県珠算選手権大会小学生の部個人
総合「2位」、県珠算十傑小学校の
部「2位」など

山﨑　宏一郎（川北小6年）
県珠算選手権大会小学生の部個人総
合「3位」、読上算「2位」・読上暗
算「3位」

畑山　こゆき（土居小5年）
県ジュニア体操競技選手権女子1部
個人総合「3位」・跳馬・平均台・ゆ
か「3位」など

前田　浩斗（市立安芸中2年）
県中学校総合体育大会水泳競技の部
400ｍ自由形「2位」・1500ｍ自由
形「2位」など

秋山　千愛（安芸第一小5年）
四国卓球選手権大会県予選女子ホープ
スの部「優勝」、全日本卓球選手権大
会県予選女子ホープス「準優勝」など

小松　美結（清水ケ丘中3年）
県珠算選手権大会中学校個人総合
「2位」、県珠算十傑中学校の部「1
位」など

公文　美友（県立安芸中3年）
県中学校総合体操選手権春季大会個
人総合「1位」・跳馬・段違い平行棒・
ゆか「1位」

おく  の　　 かつ み

ほん だ　　　ま　ほ

こ  まつ　　あい  か

ふくしま　　だい  ち

やすおか　　さと や

はぎ の　　　ひ　な　こ

の まち　　まさ や

おおつか　　すみ  れ

やまさき　　こういちろう

はたやま

清水ケ丘中学校（珠算）
県珠算選手権大会中学校団体の部「第1位」

清水ケ丘中学校バレーボール部
安芸地区中学校夏季体育大会「優勝」、県中
学校総合体育大会「ベスト8」など

まえ  だ　　 ひろ  と

あきやま　　  ち  なつ

こ  まつ　　 み   ゆ

く もん　　  み　ゆ

小原　聖菜（安芸第一小3年）
県ジュニア体操競技選手権女子3部
団体総合「優勝」・個人総合「優勝」・
鉄棒「優勝」など

お  はら　　 せ　な

小松　仁奈（井ノ口小5年）
県ジュニア体操競技安芸大会女子1部
団体総合「優勝」・個人総合「優勝」・
段違い平行棒・平均台「優勝」など

こ まつ　　  に   な

山﨑　浩正
（井ノ口小6年）

交通安全子供自転車県大会個
人の部「優勝」・団体の部「準
優勝」

やまさき　　ひろまさ

清水ケ丘中学校男子サッカー部
県中学校総合体育大会「3位」、県中学校冬季
新人大会「3位」など

井ノ口小学校自転車クラブ
交通安全子供自転車県大会団体Ａチーム「準
優勝」・Ｂチーム「3位」

市立安芸中学校卓球部（女子）
県中学校総合体育大会団体戦「3位」

市立安芸中学校吹奏楽部
県吹奏楽コンクール中学校B部門「金賞」、全日本アンサンブ
ルコンテスト県大会クラリネット四重奏「金賞　代表」など

高知県児童生徒表彰


